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堤カホルさん（立花町）
魚よりも鶏肉などが好き。テレ
ビと広報紙を読むのが楽しみ。
お経を唱えるのが日課です。

小川シヅヱさん（黒木町）
毎日３食きちんと食べて、魚も
肉も何でも食べています。

梅野フクヱさん（立花町）
96 歳まで野菜づくりをしてい
ました。新聞は毎日しっかり
読んでいます。

井手ミサヱさん（黒木町）
毎日３食茶碗一杯食べていま
す。押し車を押して、近所を
散歩しています。

牛嶋サナミさん（立花町）
大梅やらっきょうが好きです。
毎日感謝の気持ちで過ごして
います。

井星フジコさん（黒木町）
毎日歩いて家の近くの畑の様
子を見に行くのが日課です。

山口フタヱさん（本町）
ほとんど病院にかかったこと
はありません。毎日、新聞も
読んでいます。

９
月
20
日
は
敬
老
の
日
。
市
で
は
平
成
22
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
28
人
に
敬

老
祝
い
金
３
万
円
と
祝
い
状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の
42
人
に
敬
老
祝
い
金
１
万

円
を
、
88
歳
に
な
る
３
９
６
人
に
敬
老
祝
い
金
５
千
円
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
１
０
０
歳
に
な
る
在
宅
の
長
寿
者
７
人
を
市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

※
１
０
１
歳
以
上
の
人
に
は
県
知
事
か
ら
祝
い
状
が
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は

県
知
事
か
ら
の
祝
い
の
品
と
祝
い
状
に
加
え
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
い
状
と

銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

入江タミヱ　 111 黒木町
内野テル子　 106 蒲原
江﨑マチヨ　 106 室岡
本田ヨシヱ　 106 星野村
小井手マスミ 104 星野村
江﨑 要 104 蒲原
和田重雄 104 黒木町
大塚 マス 103 立花町
江口ヤヱノ 103 忠見
西村フミヱ 102 柳島
八田トモヱ　 102 黒木町
東 キクヨ　 102 黒木町
石橋ヨシノ　 102 立花町
樋口サダミ 102 星野村
前田ミサヱ 102 星野村
堤 キリヱ　 102 立花町
中島ミツキ　 102 酒井田
後藤三次　 102 馬場
東 五枝 102 矢部村
中野フミ子 102 納楚
入部トシエ　 101 今福
栗山カホル　 101 黒木町

樋口タマヲ 101 星野村
鵜池シヅヱ 101 鵜池
弓削イサヲ　 101 黒木町
内藤テツヲ　 101 星野村
谷川チサト 101 星野村
木本アキヱ　 101 立花町
古賀 トメ　 101 津江
木下マツエ　 101 上陽町
引地喜美　 101 矢部村
鍋田サダヱ 101 黒木町
山﨑英子　 101 星野村
江藤チヱノ　 101 星野村
山下 キタ　 101 黒木町
井手フサヱ 101 黒木町
木屋イトヱ 101 星野村
平島トクヱ　 100 北田形
牛島ツナヱ 100 平田
樋口カツヱ 100 酒井田
田中ミサヲ 100 立花町
堤 カホル　 100 立花町
溝尻カズエ　 100 宅間田
服部フテヨ　 100 立花町

山口フタヱ　 100 本町
有吉靜子　 100 黒木町
牛島ウメヨ　 100 立花町
⻆ ツヅリ 100 川犬
小川シヅヱ 100 黒木町
古賀 ツル　 100 星野村
矢賀部 惠　 100 室岡
牛嶋サナミ　 100 立花町
井星フジコ　 100 黒木町
西木スギヱ　 100 星野村
梅野 キセ　 100 黒木町
井手ミサヱ　 100 黒木町
仁田原チヨ子 100 納楚
梅野フクヱ　 100 立花町
坂本ツマヱ　 100 星野村
橘 ユリ 100 前古賀
中村フヂヱ　 100 立花町
樋口ヤヱノ　 100 星野村
大澤 クラ　 100 祈祷院
山口カヲル　 100 星野村

※９月１５日現在（敬称略）

１００歳以上の皆さん ※掲載を許可された人のみ掲載しています。



広報やめ　2010.10.13

主催者が準備した「きんま」に俵400キログラ

ム（レディースの部は200キログラム）を載せ、

42.195メートルを駆け抜けます。

「きんま」は「木馬」と書き、山から木材を搬出

するために利用した木のソリです。このきんま

を引いて、速さやパフォーマンスを競います。

◉期日＝１１月１４日（日）
◉会場＝春の山公園
◉応募資格＝（一般の部）中学生以上で１チー
ム５人以内男女割合の制限なし

（レディースの部）中学生以上の女性５人
◉優勝賞金＝（一般の部）　30 万円

（レディースの部）10 万円
※パフォーマンス賞もあります。
◉申し込み締切＝１０月２９日（金）必着
◉申し込み・問い合わせ＝八女市上陽支所建設
経済課（☎５４・２２１９）

ジュニアきんまレースも出場チーム
募集中！
主催者が準備した「きんま」に俵（小学校４年

生以下の部は80キログラム、小学校６年生以

下の部は120キログラム）を載せ、42.195メー

トルを人力で引いて速さを競います。
◉期日＝１１月１３日（土）
◉会場＝春の山公園
◉応募資格＝小学生１チーム３人以内（男女割
合の制限なし）
◉優勝賞品＝上陽牛 10 キログラム
◉申し込み締切＝１０月２９日（金）必着
◉申し込み・問い合わせ＝八女市上陽支所建設
経済課（☎５４・２２１９）

全
日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

八女
上陽まつり

会場 春の山公園

11
13土・14日

１３日（土）
◉和太鼓「童衆」演奏
◉開運・収穫もちまき大会

◉仮面ライダーオーズショー
１４日（日）
◉ダニー馬場＆ＮＩＤＯアコースティックライブ
◉和太鼓集団演奏

その他の
イベント

　

動
物
に
多
く
の
生
き
る
機
会

を
与
え
る
た
め
に
、
福
岡
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
で
引
き
取
っ
た
子

犬
の
う
ち
生
後
２
か
月
前
後
の
健

康
状
態
が
よ
く
性
格
が
温
和
な
子

犬
を
選
び
、
健
康
管
理
お
よ
び
基

礎
的
な
し
つ
け
を
約
３
週
間
程
度

行
っ
た
後
、
終
生
、
愛
情
と
責
任

を
も
っ
て
飼
養
で
き
る
希
望
者
に

無
償
で
譲
渡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
譲
渡
会
に
参
加
す
る
た
め
に

は
「
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た

め
の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
で

す
（
同
居
家
族
以
外
の
代
理
受
講

は
で
き
ま
せ
ん
）。

◉
日
時
＝
11
月
24
日
㈬
13
時
30
分
～

16
時
（
受
付
13
時
～
）

◉
会
場
＝
筑
後
市
勤
労
者
家
庭
支
援

施
設
（
サ
ン
コ
ア
）
１
Ｆ
ふ
れ
あ
い

広
場

◉
参
加
資
格
＝
「
こ
れ
か
ら
犬
を
飼

う
人
の
た
め
の
講
習
会
」
を
受
講
さ

れ
た
人

◉
内
容
＝
子
犬
選
び
（
希
望
者
多
数

の
場
合
抽
選
）
お
よ
び
子
犬
の
飼
い

方
等

◉
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
（
☎

０
９
４
４・７
２・２
１
６
３
）

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と
お
考

え
の
人
や
子
犬
の
譲
渡
会
へ
参
加

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
し
た
講

習
会
で
す
。
こ
の
講
習
会
を
受
講

し
て
い
た
だ
い
た
人
は
11
月
24
日

㈪
に
開
催
さ
れ
る
「
子
犬
の
譲
渡

会
」に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
日
時
＝
11
月
17
日
㈬
13
時
30
分
～

16
時
（
受
付
13
時
～
）

◉
会
場
＝
筑
後
市
勤
労
者
家
庭
支
援

施
設
（
サ
ン
コ
ア
）
３
Ｆ
視
聴
覚
室

◉
内
容
＝
「
あ
な
た
は
本
当
に
犬
が

飼
え
ま
す
か
？
」「
子
犬
を
迎
え
る
準

備
」「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
等

◉
受
講
料
＝
無
料

◉
申
込
期
間
＝
10
月
4
日
㈪
～ 

11
月

10
日
㈬

◉
申
し
込
み
方
法
＝
事
前
に
電
話
に

て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生

課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）

「
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た

め
の
講
習
会
」

「
子
犬
の
譲
渡
会
」

これから
犬を飼いたいと
思っている人や
考えている人の
ための講習会
です！



第１回入札　　　　　　　　 （単位：円）
売却区分番号 売却財産（名称） 最低公売価格
筑後①－１ パソコンデスク 3,000 ～
筑後①－２ パソコンデスク 3,000 ～
筑後①－３ パソコンデスク 3,000 ～
筑後①－４ パソコンデスク 3,000 ～
筑後①－５ パソコンデスク 3,000 ～
筑後①－６ 扇風機 100 ～
筑後①－７ 電子レンジ 200 ～
筑後①－８ マイクロウエーブ解凍器 3,000 ～
八女①－１ 卓上ランプ 500 ～
八女①－２ 花瓶 1,000 ～
八女①－３ 花瓶（大） 1,000 ～
八女①－４ 飾り時計 3,000 ～
八女①－５ 九谷焼　壺 1,500 ～
八女①－６ 絵皿 2,000 ～
八女①－７ 置物（鷹） 3,000 ～
八女①－８ 置物（獅） 1,000 ～
広川①－１ ＨＥＲＯ（未開封） 500 ～
広川①－２ レッドクリフ２（未開封） 500 ～
広川①－３ 武士の一分 ほか1枚 600 ～
広川①－４ 座頭市（２枚組）ほか1枚 600 ～

広川①－５ パイレーツオブカリビアン
２・３（３は未開封） 800 ～

広川①－６ シンシティプレミアム
エディション（２枚組） 500 ～

広川①－７ 神話 ほか2枚 900 ～
広川①－８ トランスポーター２ ほか2枚 900 ～
広川①－９ マイアミバイス ほか1枚 600 ～

広川①－10 エラゴン遺志を継ぐ者
２枚組特別編（未開封） 1,000 ～

市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
物
件
を

公
売
し
ま
す

筑
後
市・八
女
市・広
川
町

合
同
公
売
会

公
売
と
は
、
税
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入
札
等
の
方

法
で
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
合
同
公
売
会
で
は
、
複
数
の
団
体
の
公

売
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

◉
期
日

10
月
14
日
㈭

◉
開
場

12
時
～

※
物
件
の
下
見
は
こ
の
時
に
お
願
い
し
ま
す

◉
入
札

第
１
回
（
13
時
20
分
～
13
時
30
分
）

第
２
回
（
14
時
～
14
時
10
分
）

第
３
回
（
14
時
40
分
～
14
時
50
分
）

第
４
回
（
15
時
20
分
～
15
時
30
分
）

◉
場
所

筑
後
市
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
（
サ
ン
コ
ア
）

※
筑
後
市
役
所
敷
地
内

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
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広報やめ　2010.10.15

第２回入札 （単位：円）
売却区分番号 売却財産（名称） 最低公売価格
筑後②－９ ソファーセット 7,000 ～
筑後②－10 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－11 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－12 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－13 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－14 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－15 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
筑後②－16 リクライニングチェアー足置きセット 2,000 ～
八女②－９ ショルダーバッグ 500 ～
八女②－10 ＫＩＲＩＮオリジナルグラスセット① 500 ～
八女②－11 ＫＩＲＩＮオリジナルグラスセット② 500 ～
八女②－12 紳士用靴 300 ～
八女②－13 カメラレンズ 500 ～
八女②－14 お盆セット 500 ～
八女②－15 有田焼　番茶器 700 ～
八女②－16 ナチュラルパック　パオ 200 ～
八女②－17 有田焼　器 1,000 ～
八女②－18 電気グリル 500 ～
広川②－11 スパイダーマン３（未開封） 500 ～
広川②－12 デスノート（未開封） 500 ～

広川②－13 ナイトミュージアム２枚組
特別編（未開封） 1,000 ～

広川②－14 沈黙の脱獄 ほか2枚 900 ～

広川②－15 ハリーポッターと秘密の
部屋 ほか2枚 900 ～

広川②－16 ザ・コアＳＰエディション
初回限定版２枚組 1,000 ～

広川②－17 スターウォーズ３ ほか2枚 900 ～
広川②－18 地球が静止する日 ほか2枚 900 ～
広川②－19 硫黄島からの手紙 ほか2枚 900 ～
広川②－20 コラテラル ほか2枚 900 ～

第３回入札 （単位：円）
売却区分番号 売却財産（名称） 最低公売価格
筑後③－17 13型液晶テレビ シャープ アクオス 6,000 ～
筑後③－18 13型液晶テレビ シャープ アクオス 6,000 ～
筑後③－19 13型液晶テレビ シャープ アクオス 6,000 ～
筑後③－20 ＪＴＢ旅行券 4,700 ～
筑後③－21 ＶＩＳＡギフトカード 7,800 ～
八女③－19 マグネットバイク 1,000 ～
八女③－20 サイクロン掃除機 1,000 ～
八女③－21 カーボンヒーター 500 ～
八女③－22 イ草敷物① 500 ～
八女③－23 イ草敷物② 500 ～
八女③－24 イ草敷物③ 500 ～
八女③－25 イ草円座 500 ～
広川③－21 ターミネーター３ ほか2枚 900 ～

広川③－22 デイアフタートゥモロー
２枚組特別編 ほか2枚 900 ～

広川③－23 ポセイドン２枚組 ほか2枚 900 ～
広川③－24 ラストサムライ ほか2枚 900 ～
広川③－25 ユナイテッド93 ほか2枚 900 ～
広川③－26 ユナイテッド93 ほか2枚 900 ～
広川③－27 油絵（佐田光作品） 5,000 ～
広川③－28 油絵（桜井良作品） 10,000 ～
広川③－29 リトグラフ「カボチャ」（草間彌生作品） 50,000 ～
広川③－30 軽自動車（ホンダビート） 150,000 ～

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

◆
数
量
や
物
件
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
物
件
目
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
札
す
る
前
に
、
必
ず
現
物
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
筑
後
市
・
八
女
市
・
広
川
町
は
、
公
売
財
産
に
つ
い
て
瑕か

し疵
担
保

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

◆
落
札
者
が
公
売
代
金
を
納
付
す
る
時
ま
で
に
滞
納
税
額
完
納
の
事

実
が
証
明
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
公
売
を
取
り
消
す
べ
き
理
由
が
あ

る
と
き
は
公
売
を
取
り
消
し
ま
す
。

第４回入札
  未落札物件の再入札

◦
公
売
会
の
参
加
方
法

事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
。
当
日
、
認
め
印
と
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◦
当
日
の
手
続
き

入
札
は
４
回
行
い
ま
す
（
第
４
回
入
札
は
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
物
件

の
再
入
札
で
す
）。

公
売
会
場
は
、
物
品
展
示
コ
ー
ナ
ー・入
札
コ
ー
ナ
ー・代
金
納
付
コ
ー

ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

◦
注
意
事
項

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き
物
の
名
称
等
の
記
載
は
、
本
物
で

あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
電
化
製
品
に
つ
い
て
も
、
動
作
や
品
質
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
品
で
あ
っ
て
も
中
古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
経

年
劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が
あ
る
物
件
も
あ
り
ま
す
。
現
物
を
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低
公
売
価
額
）
は
低
く
設
定
さ
れ
て

ま
す
。
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
く
現
物
を
確
認
し
、
注
意
事

項
を
納
得
の
う
え
、
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

物
件
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
売
却
区
分
番
号
頭
の
区
分
に
応
じ
、

各
市
町
の
税
務
課
（
納
税
課
）
徴
収
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

八
女
市
役
所
総
務
部
納
税
課
徴
収
係
（
☎
０
９
４
３・２
３・２
６
６
６
）

筑
後
市
役
所
総
務
部
税
務
課
収
納
係
（
☎
０
９
４
２・５
３・４
１
１
１
）

広
川
町
役
場
税
務
課
徴
収
係
（
☎
０
９
４
３・３
２・１
１
１
４
）
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学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場

福島小学校 ２２・３１２１ 11月1日㈪、2日㈫、4日㈭、5日㈮、7日㈰ 11月 7日㈰12:30～13:00 ミーティングルーム
長峰小学校 ２２・４６０１ 10月31日㈰、11月2日㈫、4日㈭、5日㈮ 11月 4日㈭10:00～10:30 ミーティングルーム
上妻小学校 ２２・４４０１ 11月14日㈰、16日㈫～18日㈭ 11月 4日㈭14:00～14:30 ２階会議室
三河小学校 ２２・５００１ 11月15日㈪～21日㈰ 11月17日㈬10:00～10:30 児童会室
八幡小学校 ２２・４８０１ 10月29日㈮、11月2日㈫、4日㈭、7日㈰ 11月 7日㈰11:30～12:00 和室
忠見小学校 ２２・５２０１ 11月2日㈫、4日㈭、5日㈮ 11月 2日㈫15:00～15:25 体育館
川崎小学校 ２２・５３０１ 11月7日㈰、9日㈫、10日㈬、11日㈭ 11月 7日㈰13:15～14:00 視聴覚室
岡山小学校 ２２・４７０１ 11月8日㈪～10日㈬、12日㈮ 11月 8日㈪10:20～10:50 視聴覚室
黒木小学校 ４２・００３９ 10月26日㈫～29日㈮ 10月27日㈬11:00～11:30 校長室
黒木西小学校 ４２・０２５１ 10月13日㈬～15㈮、11月21日㈰ 10月15日㈮11:30～12:00 和室
木屋小学校 ４２・０１５５ 11月1日㈪、2日㈫、4日㈭、5日㈮ 11月 4日㈭14:30～15:00 和室
笠原小学校 ４２・０１７５ 11月8日㈪～12日㈮ 11月12日㈮16:00～16:30 会議室
大淵小学校 ４５・００１４ 11月5日㈮、7日㈰、9日㈫、10日㈬ 11月 7日㈰11:35～12:05 多目的ホール
北山小学校 ２２・２５１５ 11月1日㈪、2日㈫、5日㈮ 11月 5日㈮15:00～15:20 ミーティングルーム
白木小学校 ３５・００１４ 11月16日㈫～21㈰、 11月21日㈰10:00～10:30 野外ステージ
立花小学校 ３７・００２３ 10月24日㈰、11月4日㈭、5日㈮、26日㈮ 10月24日㈰11:30～11:50 体育館
矢部小学校 ４７・２０６３ 10月18日㈪～22日㈮ 10月19日㈫15:00～15:30 体育館
星野小学校 ５２・２０１３ 11月1日㈪、2日㈫、4日㈭、5日㈮、7日㈰ 11月 7日㈰12:50～13:20 体育館

小中一貫教育校
上陽北汭学園

54・2022（小学部）
54・2030（中学部） 10月19日㈫～22日㈮、24日㈰ 10月24日㈰16:40～ 東校舎２階

和　室

学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　場

福島中学校 ２２・４２０７ 10月25日㈪～30日㈯ 10月26日㈫15:00～16:00 多目的ホール
南　中学校 ２２・４４０７ 10月28日㈭～30日㈯、11月2日㈫、4日㈭ 11月 4日㈭15:20～16:10 体育館
見崎中学校 ２２・５２０７ 10月18日㈪～23日㈯ 11月 4日㈭13:20～16:00 体育館
西　中学校 ２２・４８０７ 10月23日㈯、10月26日㈫～29日㈮ 11月10日㈬15:00～15:30 体育館
黒木中学校 ４２・０１０９ 10月28日㈭～31日㈰ 10月28日㈭14:50～15:20 和室
筑南中学校 ３５・０３００ 10月29日㈮、11月1日㈪、2日㈫、4日㈭ 11月 2日㈫14:00～ 図書室
立花中学校 ３７・００４１ 10月22日㈮、23日㈯、26日㈫、27日㈬ 10月26日㈫15:00～15:30 校長室
矢部中学校 ４７・２０４１ 10月25日㈪～28日㈭ 10月27日㈬13:55～15:45 木龍（体育館）
星野中学校 ５２・２０１２ 10月25日㈪～27日㈬、11月5日㈮ 11月 5日㈮15:00～15:40 図書室

▼小学校日程

▼中学校日程

　

56
年
前
、
八
女
市
教
育
委
員
会
に
総
務
課
、

学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
を
設
置
し
、（
11

月
５
日
）
八
女
市
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
。
教
育

の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
の
変
化
で
、
今
日
の
学
校

は
家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、
市

制
50
周
年
を
機
に｢

八
女
市
教
育
の
日｣

を
条

例
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
は
、『
八

女
市
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、

本
市
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

本
市
を
愛
し
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も

た
ち
を
育
む
』
と
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
教
育
の
中
核
は
、学
校
で
す
。
日
々

教
育
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
教
師
で
す
。
学
習

指
導
要
領
に
沿
っ
た
新
し
い
教
育
も
試
行
中
で

す
。
家
庭
で
は
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運

動
が
推
進
中
で
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
い
る

か
。
恒
例
の
学
校
開
放
週
間
を
各
学
校
で
下
記

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課（
☎
２
３・１
９
５
４
）

皆
さ
ん
の
参
観
が

学
校
元
気
の

源
で
す
！

学
校
開
放
週
間
近
づ
く
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八
幡
小
学
校
は
八
女
市
の
西
部
に
位

置
し
、
児
童
数
１
３
３
人
の
学
校
で
す
。

現
在
体
育
館
が
改
築
中
で
、
平
成
23

年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

★
教
育
目
標

  

八
幡
小
学
校
は
、「
確
か
な
学
力
と
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
、
心
身
共

に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」
を
教
育

目
標
に
掲
げ
、
日
々
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
の
重
点
目
標
は
、「
自

分
の
考
え
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
」で
す
。

自
分
で
考
え
、
友
だ
ち
や
周
り
の
人
々
と

力
を
合
わ
せ
て
行
動
で
き
る
意
欲
的
な

子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
八
幡
小
学
校
の
特
色

◎
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
と
可
能
性
を
大

切
に
し
た
学
習

　

八
幡
小
学
校
は
自
他
共
に
尊
重
し
合

う
人
権
教
育
を
学
校
づ
く
り
の
基
盤
に

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
「
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」
と

思
う
学
習
と
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
児
童
会
の
中
に
も
人
権
委
員

会
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
手
で

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

◎
小
中
連
携         

　

小
中
９
年
間
を
見
通
し
て
学
習
が
行

え
る
よ
う
西
中
学
校
・
岡
山
小
学
校
と

３
校
で
連
携
し
て
学
習
を
構
想
し
て
い

ま
す
。
小
中
で
検
討
し
た
「
家
庭
学
習

チ
ェッ
ク
表
」や「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」

な
ど
を
活
用
し
て
家
庭
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
が
小
学

生
に
学
習
を
教
え
る「
出
前
授
業
」や「
体

験
入
学
」
な
ど
も
行
い
、
中
学
校
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
進
学
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

◎
地
域
と
の
連
携

　

八
幡
校
区
に
は
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
団
体
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
夏
に
は
矢
部
川
で
の
「
カ
ヌ
ー
大

会
」、
秋
に
は
八
幡
小
で
「
八
幡
ふ
れ
あ

い
広
場
」
な
ど
が
行
わ
れ
、地
域
の
人
々

と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
幡

小
の
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

八
幡
小
学
校

学
校
訪
問
④

 ♠校長　藤木寿美枝 　♠職員数 ２３人　♠学級数 ８学級　♠児童数 １３３人

八
女
市
新
庄
３
８
５
番
地
（
☎
２
２・４
８
０
１
）

八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
は
た
ん

い
ち
ょ
ぴ

　
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
以
降
積
極
的
な

勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
８
月
27
日
「
予
防
接
種
実
施

規
則
の
一
部
改
正
」
が
あ
り
、
次
の
点

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
第
１
期
完
了
し
な
い
ま
ま
、
７
歳
6

か
月
を
超
え
た
人　
　
　
　

　

第
２
期
対
象
年
齢
内
（
9
歳
～
13
歳

未
満
）の
人
で
、第
1
期（
3
～
7
歳
半
）

の
不
足
分
を
公
費
で
接
種
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
接
種
間
隔
が
数

年
あ
い
て
い
て
も
接
種
で
き
ま
す
。

▼
1
期
を
1
回
も
接
種
し
て
な
い
☞
２

期
年
齢
内
で
3
回
接
種

▼
1
期
を
1
回
だ
け
接
種
し
て
い
る
☞

２
期
年
齢
内
で
2
回
接
種

▼
1
期
を
2
回
接
種
し
て
い
る
☞
２
期

年
齢
内
で
１
回
接
種

※
７
歳
半
～
９
歳
未
満
の
人
は
定
期
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
年
齢

で
接
種
し
た
場
合
は
任
意
接
種
（
有
料
）

と
な
り
ま
す
。

②
第
２
期
対
象
の
人
（
対
象
年
齢
9
歳

～
13
歳
未
満
）
も
新
ワ
ク
チ
ン
で
の
接

種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
接
種
す
る

時
は
ワ
ク
チ
ン
在
庫
不
足
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
予
診
票
が
手
元
に
な

い
人
は
、医
療
機
関
か
健
康
課
（
☎
２
３・

１
３
５
２
）
ま
た
は
黒
木
総
合
支
所
（
☎

４
２
・
１
１
１
４
）
の
窓
口
で
受
け
取
る

か
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
と
な
り
ま

す
。
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
と
う
が
い
、

ウ
イ
ル
ス
が
嫌
い
な
湿
度
（
50
～
60
％
）

を
保
つ
こ
と
、
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂

取
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
重
い
合
併
症
や
死
亡
を
予

防
し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
、
年
齢
、
本
人
の
体
調
、
そ

の
シ
ー
ズ
ン
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
種
類
と
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

と
の
相
性
に
よ
っ
て
も
か
わ
り
ま
す
。
そ

の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
通
常
約
２
週

間
ほ
ど
か
か
り
、
約
5
か
月
間
そ
の
効

果
が
持
続
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

⃝
実
施
時
期
＝
10
月
１
日
～
平
成
23
年
３

月
31
日

⃝
実
施
場
所
＝
指
定
医
療
機
関

⃝
使
用
ワ
ク
チ
ン
＝
3
種
類
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
混
合
さ
れ
た
ワ
ク
チ

ン
※
こ
の
中
に
昨
シ
ー
ズ
ン
流
行
し
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（A/ H1N1

）
株
が

含
ま
れ
ま
す
。

⃝
接
種
費
用
＝
原
則
65
歳
以
上
の
人

１
２
０
０
円

※
65
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
無
料
接
種
対
象
者
＝
「
生
活
保
護
世

帯
」
と
「
市
県
民
税
非
課
税
の
世
帯
」

の
人
は
無
料
で
す
。
無
料
証
明
は
10
月

１
日
か
ら
市
役
所
健
康
課
お
よ
び
各
支

所
で
発
行
し
ま
す
。

日本脳炎の予防接種について

こ 日

健康課健康推進係（☎２３・１３５２）予防接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種について
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

〈
第
６
回
〉

◦
日
時
＝
10
月
６
日
㈬
19
時
30

分
～

◦
会
場
＝
福
島
小
学
校
体
育
館

◦
内
容
＝
女
性
に
関
す
る
人
権

問
題「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
の
心
理

的
影
響
」

◦
講
師
＝
富
田
伸
さ
ん
（
医
療

法
人
富
田
醫
院
理
事
長
）　

〈
第
７
回
〉

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈬
19
時

30
分
～

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

大
会
議
室

◦
内
容
＝
同
和
問
題
「
被
差
別

体
験
を
聞
き
学
習
を
深
め
る
」

◦
講
師
＝
宮
崎
保
さ
ん（
ヒ
ュ
ー

マ
ン
バ
ン
ド
熱
と
光
）

◦
閉
講
式

〈
巡
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
〉

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈭
19
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
星
野
行
政
福

祉
セ
ン
タ
ー

◦
演
題
＝
「
み
ん
な
で
認
知
症

を
考
え
ま
し
ょ
う
」

◦
講
師
＝
竜
円
誠
さ
ん
（
白
川

病
院
）　

と
あ
る
講
演
会
。『「
人
」
と
い
う
字
は
ネ
。
二
人
が

支
え
合
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。左
の
長
い
方
が
男
性
、

右
下
側
の
支
え
て
い
る
短
い
方
が
女
性
。
そ
の
短
い
方
が
ぽ
っ

き
り
と
折
れ
る
と
、
左
も
ば
っ
た
り
と
倒
れ
て
し
ま
う
。
反
対
に
左

が
ぽ
っ
き
り
折
れ
た
ら
右
側
は
、
ピ
シ
ッ
と
立
つ
ん
で
す
ね
。』（
笑
）

と
こ
ろ
で
、「
女
性
は
仕
事
を
持
つ
の
は
良
い
が
、
家
事
・
育
児
も
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
性
別
役
割
を
求
め
る
声
が
、
地
域
社
会
に
根
強
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
て
い
る
＂
わ
た
し
〟
に
と
っ
て
、
一
人
で
立
つ
と
い
う
課
題
は

歳
と
と
も
に
重
た
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
女
性
の
問
題
は
、
男
性
の
問
題
。
今
回
は
、

八
女
市
西
公
民
館
・
東
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
る
男
の
料
理
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

男
だ
っ
て

東
公
民
館

高
山 

一
郎
さ
ん
（
80
歳
）

「
本
当
に
女
性
の
大
変
さ
が

分
か
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
、
自
分
で
作
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
」

元
田 

光
義
さ
ん
（
73
歳
）

「
自
分
で
作
っ
た
も
の
を

孫
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
、

喜
ぶ
顔
が
み
た
い
で
す
」

ポ
イ
ン
ト
を
習
っ
た
後
は
、

各
班
で
ス
タ
ー
ト
！
と
て

も
手
際
が
良
い
で
す
ね
。

まず、調理のポイント講習から。
みんな真剣です。

加
藤 

正
道
さ
ん
（
69
歳
）

「
料
理
が
好
き
で
始
め
ま
し

た
。
一
緒
に
作
る
の
は
楽
し

い
で
す
ね
」

馬
場 

光
廣
さ
ん（
58
歳
）

「
つ
れ
あ
い
か
ら
勧
め
ら

れ
て
始
め
ま
し
た
。
で
き

れ
ば
、
反
対
に
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
」

森 

伴と
も
子こ

さ
ん
（
栄
養
士
）

「
皆
さ
ん
、
学
習
意
欲
が
も
の
す
ご

く
あ
り
、
も
の
す
ご
く
素
直
。
こ

の
料
理
教
室
で
覚
え
て
ほ
し
い
と
か

よ
り
も
、い
ろ
ん
な
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ション
を
と
って
生
き
が
い
を

作
って
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
」

丸
林 

弘
芳
さ
ん
（
64
歳
）

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

た
い
と
思
って
い
ま
す
。
み
ん
な
で

試
食
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
」

柿
添 

重
美
さ
ん
（
68
歳
）

「
ま
ず
料
理
に
慣
れ
た
い
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。
つ
れ

あ
い
の
手
伝
い
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」

〈本日のメニュー〉
ミョウガごはん、みそ
汁、高野豆腐の卵とじ、
ゴーヤとツナのサラダ

人
権
セ
ミ
ナ
ー
・
や
め

２
０
１
０

問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教

育
課
（
☎
２
３・２
０
７
４
）

西
公
民
館

8/20

8/27
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国
保
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
、
加
入
者
が
国
民

健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
医
療
費
を
補
助
す
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
医
療
機
関
等
で
、
保
険
証
を

提
示
す
れ
ば
年
齢
な
ど
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
を
支
払

う
だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費

と
自
己
負
担
額
の
差
額
は
国
保
が
負
担
し
て
お
り
、
国
・

県
等
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
が
主
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
医
療
費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
け
ば
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
は
、

決
し
て
、
皆
さ
ん
に
無
関
係
で
な
く
、
一
人
一
人
に
か
か

わ
る
大
切
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心
が
け
で
、

国
保
の
健
全
な
運
営
が
保
た
れ
ま
す
。
医
療
費
を
抑
制

す
る
た
め
に
、
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
や
薬
と
の
つ
き

あ
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、
急
病
な
ど
や
む
を
得
な

い
場
合
以
外
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

緊
急
性
の
高
い
重
症
の
人
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
し
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

時
間
外
の
割
増
料
金
で
医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
重
複
受

診
（
は
し
ご
受
診
）
は
、
医
療
費
の
無
駄
に
な
る
う
え

に
、
注
射
や
投
薬
の
重
複
で
副
作
用
が
出
て
、
体
に
負
担

を
与
え
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

体
調
が
悪
い
と
き
は
、
ま
ず
こ
こ
へ
と
い
う
身
近
な

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
で
は

○
受
診
手
続
き
が
簡
単
で
待
ち
時
間
が
短
く
、
丁
寧
な
診

察
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
家
族
の
病
歴
や
健
康
状
態
を
継
続
的
に
把
握
し
て
い

る
の
で
、
適
切
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

○
精
密
検
査
や
高
度
な
医
療
が
必
要
な
と
き
は
、
専
門
医

を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

お
医
者
さ
ん
に
頼
ん
で
た
く
さ
ん
処
方
し
て
も
ら
っ
た

け
れ
ど
、薬
が
使
い
切
れ
ず
に
余
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。薬
を
む
や
み
に
要
求
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

薬
を
飲
む
時
間
・
量
・
回
数
な
ど
の
指
示
を
守
る
こ
と

で
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
薬
を
使
用
す
る

場
合
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用
が
出
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
薬
剤
師
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
医
薬

品
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
終
わ
っ
た
後
に
同
じ

成
分
・
製
造
法
で
作
ら
れ
た
薬
の
こ
と
で
、
開
発
費
が
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
承
認
し
た
薬
だ
け
し
か
流
通
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
安
全
性
や
有
効
性
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
と

い
え
ま
す
。

　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
す
べ
て
の
病
気
の
治
療
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師
の
治
療
上
の
方

針
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９

割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
平
成
21

年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火
自

殺
者
等
を
除
く
）
は
１
０
２
３
人
で
、
１
日

平
均
約
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
平
成
20
・
21
年

連
続
で
６
割
を
超
え
てい
ま
す
。

防
火
対
策
と
し
て
防
炎
品
を
使
用
す
る

の
も
効
果
的
で
す
。
防
炎
品
に
は
、
火
災
の

際
に
着
火
物
と
な
り
や
す
い
パ
ジ
ャマ
、シ
ー

ツ
、エ
プロ
ン
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
小
さ
な
火
に
接

し
て
も
容
易
に
燃
え
上
が
ら
ず
、
ま
た
火
源

を
放
せ
ば
自
然
に
消
火
す
る
よ
う
処
理
さ

れ
てい
ま
す
。
防
炎
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人
の
避
難
時

間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
着
衣
着
火
に
よ

る
逃
げ
切
れ
な
い
火
災
で
の
死
者
の
発
生
を

低
減
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
合
わ
せ
て
、
防

炎
品
の
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（１）暴力団排除活動の推進
　①暴力団に対しては、「恐れない、金を出さない、利用しない」の三原則を守り、平
　穏な生活に暴力団が入り込むすきをなくしましょう。
　②子どもたちが暴力団から被害にあったり、引き込まれたりしないように子どもたち
　の行動や言葉に関心を持ちましょう。

（２）子どもと女性の犯罪被害防止
　①子どもや若い女性をねらった性犯罪が増加しており、特に夕方から深夜の暗い道
　路上での被害が目立ってます。明るいうちに帰宅する、または夜道の一人歩きをしな
　いように心がけましょう。
　②児童虐待は周囲に気づかれないまま重大な結果を招く可能性が高い犯罪です。
　小さな変化を見逃さないよう周囲の人が子どもに関心を持ちましょう。
　③ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、ストーカー行為は必ずエスカレートする犯罪
　です。一人で悩まずに、まずは相談しましょう。

（３）万引、自転車盗、車上ねらいの抑止
　①万引は軽い気持ちで盗んでも、窃盗という重大な犯罪です。「万引をしない・させ
　ない」ようにしましょう。
　②自転車を離れるときは短時間でも必ず鍵をかける、２つの鍵をかけることを心が
　けましょう。自転車には防犯登録を必ずしておきましょう。
　③車を離れるときはバッグなどは必ず持って、短時間でも車の鍵を確実にかけましょう。

「みんなでつくろう安心の街 八女」
期間  10月11日㈪～ 20日㈬　八女警察署・八女地区防犯協会

◎
お
医
者
さ
ん
に
は
上
手
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

◎
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

◎
薬
の
も
ら
い
す
ぎ・飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

防
炎
品
の

普
及
に
つ
い
て

八
女
消
防
本
部

（
☎
２
４・０
１
１
９
）

全国地域
安全運動

国
保
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

一
人
一
人
の
心
が
け
で
医
療
費
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
‼
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◉
手
続
き
に
つ
い
て

該
当
さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
本
庁
市
民
課
公

費
医
療
係
、黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、立
花・

上
陽
・
矢
部
・
星
野
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

へ
申
請
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
）。

◉
持
参
す
る
も
の

【
重
度
障
害
者
医
療
】

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保
険
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
等
）

②
印
鑑

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

④
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
所
得
証

明
書
（
平
成
22
年
度
）。
ま
た
、
同
じ
世
帯
に
平

成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る

場
合
は
、そ
の
人
の
所
得
証
明
書
（
平
成
22
年
度
）

【
乳
幼
児
医
療
】

①
保
険
証（
国
民
健
康
保
険
証・社
会
保
険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
が
３
歳
以
上
で
平
成
22
年
１
月
２
日
以

降
に
転
入
し
た
人
は
、
保
護
者
の
平
成
22
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
所
得
証
明
書
（
平
成

22
年
度
）

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
】

①
保
険
証（
国
民
健
康
保
険
証・社
会
保
険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
、
障
害
、

老
齢
年
金
証
書
（
受
給
者
の
み
）

④
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
所
得
証

明
書
（
平
成
22
年
度
）。
ま
た
、
同
じ
世
帯
に
平

成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る

場
合
は
、そ
の
人
の
所
得
証
明
書
（
平
成
22
年
度
）

※
カ
ー
ド
式
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
で
扶
養
に

入
っ
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
本
人
分
と
被

扶
養
者
（
医
療
証
受
給
者
）
分
の
保
険
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成
22
年
10
月
１
日

以
降
も
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
医
療

証
を
郵
便
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
の
一
人

暮
ら
し
の
寡
婦
へ
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
９
月
30
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

重
度
障
害
者
、乳
幼
児
、ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
証
は
お
持
ち
で
す
か
？

制度名 乳幼児医療費支給制度 重度障害者医療費支給制度 ひとり親家庭等医療費支給制度

対
象
者

▷小学校就学前まで
の児童（６歳に達す
る日以後の最初の３
月３１日までの間に
あるもの）

▷身体障害者＝身体障害者手帳１級・２級
▷知的障害者＝ＩＱ 35 以下（療育手帳Ａ）
▷重複障害者＝身体障害者手帳３級かつＩＱ36 ～ 50以下
▷精神障害者＝精神障害者保健福祉手帳１級
▷65歳以上の人は、後期高齢者医療制度の被保険者に限る

18歳に達する日以後の年度末までの
間にある児童を監護している
▷母子家庭の母と児童
▷父子家庭の父と児童
▷準母子家庭および準父子家庭
▷父母のない児童

所得
制限 なし あり あり

本
人
負
担
額

なし

▷入院外（通院）＝５００円／月（限度）
▷入院＝〔一　般〕５００円／日（月20日限度） 
　　　    〔低所得〕３００円／日（月20日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は無料
◦精神障害者の精神病棟への入院に係る費用は助成の対象外

▷入院外（通院）＝８００円／月（限度） 
▷入院＝５００円／日（月7日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は無料

八
女
市
で
は
、
健
康
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
重
度
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
医

療
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
申
請
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

10
月
は
マ
イ
バッ
グ
キ
ャンペー
ン
の
強
化
月
間

あ
い
こ
と
ば

「
も
っ
た
？
」「
も
っ
た
よ
」

マ
イ
バ
ッ
グ

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）
を
持
ち
歩

い
た
り
、
包
装
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
り
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
普
段
の
買
い
物
で
環

境
の
こ
と
を
考
え
て
ご
み
を
減
ら
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
て
レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一

斉
行
動
参
加
店
で
は
、
ス
タ
ン
プ
の
特
典

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
店
内
放
送
で
の
呼

び
か
け
な
ど
の
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、
お
店
の
取
り
組
み
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

▽
消
費
者
の
皆
さ
ん
は

◦
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

不
要
な
レ
ジ
袋
の
辞
退
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

◦
詰
め
替
え
商
品
や
簡
易
包
装
商
品
、
エ

コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
配
慮
商
品
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

◦
県
内
の
一
斉
行
動
参
加
店
の
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

▽
事
業
者
の
皆
さ
ん
は

◦
お
客
さ
まへマ
イ
バッ
グ
持
参
を
呼
び
か
け
、

不
要
な
レ
ジ
袋
等
の
提
供
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◦
詰
め
替
え
商
品
や
は
だ
か
売
り
、
環
境

配
慮
商
品
の
販
売
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
ご
み
と
資
源
を
考
え
る
福

岡
県
民
会
議
事
務
局
（
県
循
環
型
社
会

推
進
課
内
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
７
１
）

※生活保護受給者は対象者から除きます。
※入院時の食事代・居住費などの本人負担および医療保険の適用を受けない費用については本人負担になります。
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23 5
30

⃝
環
境
保
全
事
業

▽
匿
名
１
人

⃝
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業

▽
匿
名
１
人

８
月
末
現
在
累
計
額
＝
８
１
７
万
４
８
６
７
円

⃝
上
陽
中
学
校
へ

▽
㈱
高
田
電
気
代
表
取
締
役
高
田
秀
康

（
北
川
内
）
＝
扇
風
機

⃝
星
野
小
学
校
へ

▽
㈶
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
福
岡
支
部

（
福
岡
市
）
＝
オ
ム
ロ
ン
デ
ジ
タ
ル
自
動
血

圧
計
上
腕
式
ス
ポ
ッ
ト
ア
ー
ム
１
台

⃝
福
島
小
学
校
へ

▽
福
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
本
町
）
＝
一
輪

車
４
台

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
、

各
商
店
で
は
正
月
や
開
店
の
時
に
店
の

宣
伝
・
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
得
意
先
に
一
枚
物
の

カ
ラ
ー
印
刷
物
（
サ
イ
ズ
は
現
在
の
Ａ
３
程
度
）

を
配
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
引ひ

き
ふ
だ札
と
い
い
ま
す
。

石
版
刷
り
で
、
扱
っ
て
い
る
商
品
、
店
名
、
所
在

地
等
と
と
も
に
、
お
め
で
た
い
絵
柄
の
恵
比
須
さ

ん
や
七
福
神
、華
や
か
な
婦
人
像
、勇
壮
な
軍
人
、

金
太
郎
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
貰
っ
た

家
で
は
壁
や
襖
等
に
貼
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
、
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、
今
に

残
る
八
女
地
方
の
引
札
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。　

⃝
期
間
＝
９
月
28
日
㈫
～
10
月
31
日
㈰

⃝
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館（
本
町
94
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
の
引
札
展

102

明治時代の引札

 

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

 

寄
付
の
お
礼
（
敬
称
略
）

10月の
横町町家
交流館の
催し

筑後スローフードフェスタ２０１０

　　お茶の里でお茶体験
八女茶発祥の地と言われる霊巌寺のそばでお茶摘み体験しませんか。
♣日時＝１０月２３日( 土 )  10 時～14 時 30 分
♣場所＝お茶の里記念館（黒木町笠原柏ノ木）
♣内容＝秋冷茶のお茶摘み、精進料理の昼食、芋掘り体験
♣参加費＝大人 2,500 円、15 歳以下 2,000 円
♣申し込み・問い合わせ＝お茶の里記念館 （☎ 42・4305）

　　わらべの森王国ランド・秋まつり
　地域のシンボルで 100 年以上の歴史を誇る下横山小学校が廃校に
なり研修センターに生まれかわりました。教室を使って昔懐かしい食づ
くり体験工房を開設します。
♣日時＝10 月31日(日)   10 時～15 時
♣場所＝ふるさとわらべ館「わらべの里研修センター」（下横山 3696）
♣内容＝豆腐・こんにゃく・石窯パン作り、昼食、かずら作品作り
♣参加費＝大人 2,000 円、3 歳～小学生1,000 円
※同時開催・第19 回わらべの森マウンテンバイク耐久＆キッズレース 
10 時～15 時
♣申し込み・問い合わせ＝ふるさとわらべ館（☎ 54・2442）

　　秋の林間学校　鶯
おおにし

西小学校臨時開校
　小学校跡をリニューアルした「鶯西ふれあいセンター」で鶯西小学校
を臨時開校し里山の自然を体験できる活動を行います。
♣日時＝１１月６日(土)   10時～14時30分
♣場所＝鶯西ふれあいセンター (鶯西小跡・黒木町木屋鶯西)
♣内容＝遠足、さつまいも・じゃがいも収穫、昼食、干し柿作り、その他
♣参加費＝大人1,500円、小学生以下1,000円
♣申し込み・問い合わせ＝岳弓掛スローフード実行委員会事務局
( 八女市黒木総合支所内 )（☎ 42・1111）

　　杣人（そまびと）になる１日
　秋の矢部村は、食も自然も盛りだくさん。そば打ちや葉わさび漬け
の体験教室を通して、矢部村の食文化を体感。昼食は「杣人の家」
の特製田舎料理に舌鼓。矢部村の食を余す所なく楽しめます。
♣日時＝１１月７日（日）10 時～15 時
♣内容＝そば打ち体験・お茶の入れ方講座、昼食、わさび漬け体験、特産品市
♣会場＝八女市矢部公民館
♣参加費＝大人 2,000 円、12 歳以下1,500 円
♣定員＝50 人（要予約）
♣申し込み・問い合わせ＝10月４日から電話受付、秘境杣の里（☎47・3000）
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

防さ
き
人も
り
の
島し
ま
に
湧わ

き
た
つ
雲く
も
の
峰み
ね

リ
ハ
ビ
リ
の
送そ
う
げ
い
し
ゃ

迎
車
窓そ
う
稲い
ね
の
花は
な

は
じ
め
て
の
納
の
う
り
ょ
う涼
太た
い
こ鼓
ま
ヽ
な
ら
ず

万ば
ん
り
ょ
く

緑
や
和め

か

り
布
利
神じ
ん
じ
ゃ社

の
大お
お

鳥と
り

居ゐ

語か
た

り
べ
の
声こ
え

八は
ち

月が
つ

の
鎮レ
ク
イ
エ
ム

魂
曲

紅こ
う
し
ょ
く
き

蜀
葵
一ひ

と
日
の
命い
の
ちか

が
や
け
り

細ほ
そ

径み

や
弁べ
ん

財ざ
い

天て
ん

へ
の
葛く
づ

の
花は
な

古こ
ふ
ん
き
ゅ
う

墳
丘
露つ
ゆ
の
ほ
ど
け
て
ゆ
く
静し
じ
ま寂

犬い
ぬ

小ご

屋や

の
空あ
き

家や

に
な
り
て
西に
し

日び

さ
す

大お
お

蓼た
で

の
旱ひ
で
りに

耐た

え
て
蕾
つ
ぼ
み

見み

ゆ

石い
し

垣が
き

に
面め
ん

し
た
端た
ん

居き
ょ

涼す
ず

し
け
り

静せ
い

寂じ
ゃ
くや

お
香こ
う

た
だ
よ
う
梅つ

雨ゆ

座ざ

敷し
き

涼そ
よ

風か
ぜ

を
待ま

ち
ぼ
う
け
か
な
今き
ょ
う日

も
又ま
た

忘わ
す

れ
草ぐ
さ

平へ
い

和わ

祈き

念ね
ん

の
像ぞ
う

近ち
か

く

緑り
ょ
く

蔭い
ん

の
幹み
き

に
凭も
た

れ
て
文ぶ
ん

庫こ

本ほ
ん

八
女
紫
苑
会

た
ち
ば
な
熟
年
学
級
俳
句
教
室牛

島
　
景
子

田
中
サ
ト
リ

三
輪
ウ
ラ
子

松
延
み
さ
と

中
川
原
篤
子

松
﨑
　
伸
子

井
上
ト
シ
子

堤
　
多
鶴
子

樋
口
つ
と
む

末
継
ミ
ヨ
子

中
尾
カ
ヲ
ル

西
島
志
乃
芙

中
村
テ
ル
ヨ

原
　
　
宣
子

山
田
ミ
サ
子

　
二
人
暮
ら
し
で
す
。
燃
え
る
ご
み
が
そ
れ
ほ

ど
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
冬
場
は

一
週
間
に
一
度
出
し
て
い
ま
す
。
夏
場
は
生
ご

み
な
ど
臭
い
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
毎
回
出
し
て

い
ま
す
が
、
袋
が
大
き
く
て
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
ご
み
袋
が
大
・
中
・
小
あ
る
市
も

あ
り
ま
す
。
小
さ
い
ご
み
袋
が
あ
れ
ば
便
利
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
黒
木
町
　
匿
名
）

　
可
燃
ご
み
に
対
す
る
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
八
女
市
と
し
て
は
、
地
球

環
境
保
全
の
立
場
か
ら
環
境
に
関
す
る
全
般

政
策
（
各
施
設
等
ご
み
袋
代
を
含
め
）
の
見

直
し
の
最
中
で
す
。

　
八
女
東
部
地
域
で
の
小
さ
い
ご
み
袋
作
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
十
分
検
討
い
た
し
ま
す
。

そ
の
間
は
、
ふ
た
つ
き
バ
ケ
ツ
で
の
保
管
で
の

対
応
、
ま
た
は
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
関
す
る
補
助
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　（
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

　
広
報
や
め
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
合
併
し
て
旧
八
女
郡
が
消
え
る
こ
と
を
案

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
広
報
や
め
に
て
旧
八
女

郡
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
る
さ

と
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば

小
家
族
用
に
小
さ
い
ご
み
袋
が
あ
れ

ば
便
利
だ
と
思
い
ま
す

広
報
紙
に
ふ
る
さ
と
の
情
報
を

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き

や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど

か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

所・
氏
名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗・
中
傷
と
思
わ
れ
る
意
見

書・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応
し
か
ね
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理
し
、

市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

時
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
る
意

見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

も
っ
と
多
く
載
せ
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
が
、

紙
面
の
許
す
限
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（
匿
名
　
男
性
）

　
い
つ
も
広
報
や
め
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
八
女
市

で
は
「
茶
の
く
に
　
八
女
・
奥
八
女
」
と
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決
め
、
旧
八
女
市
・
旧

黒
木
町
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
・
旧
矢
部

村
・旧
星
野
村
を
一つ
の
茶
の
く
に
と
し
て
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

広
報
や
め
お
よ
び
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
八
女
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
多
く
の

皆
様
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
公
室
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.10）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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移
動
図
書
館
「
ゆ
め
み
ら
い

号
」
は
八
女
市
立
図
書
館
黒
木

分
館
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
旧

黒
木
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
学
校
・
中
学

校
・
中
等
教
育

学
校
・
学
童
保

育
所
な
ど
の
教

育
施
設
や
老
人

保
健
施
設
、
そ

の
他
各
地
区
の

公
民
館
な
ど
現

在
51
か
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
、

約
１
３
０
０
冊
の
一
般
書
、
児

童
書
、
絵
本
、
実
用
書
な
ど
各

種
の
本
を
積
み
、
各
か
所
毎
月

１
回
巡
回
し
て
い
ま
す
。
八
女

市
民
ど
な
た
の
ご
利
用
も
大
歓

迎
で
す
。
お
見
か
け
の
際
は
ぜ

ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

本
の
貸
出
・
返
却

で
の
ご
利
用
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

ご
来
館
い
た
だ
き
ま

す
利
用
者
の
皆
様
と

の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
ま
～
す
。

※
巡
回
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
八
女

市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

10月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平　日10 時～ 20 時
　                         土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します
　

明
治
35
年
創
業
・
和
菓
子
の
老
舗

「
き
く
や
」
の
四
代
目
・
健
男
さ
ん
。

伝
統
の
味
を
守
り
つ
つ
も
、
毎
月
デ
ザ

イ
ン
が
変
わ
る
季
節
の
和
菓
子
や
、
洋

素
材
を
取
り
入
れ
た
和
菓
子
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

専
門
学
校
の
和
菓
子
科
卒
業
。
そ
こ

に
は
全
国
の
和
菓
子
屋
の
後
継
ぎ
が
集

ま
っ
て
い
て
、
菓
子
作
り
の
楽
し
み
を
見

つ
け
ま
し
た
。
東
京
の
茶
席
菓
子
専
門

店
で
働
い
た
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
１
年
間
滞
在
し
た

り
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
、
帰
省
。
固

定
の
お
客
様
が
多
い
の
で
季
節
ご
と
に

新
し
い
も
の
を
と
考
え
、
当
時
と
比
べ
る

と
倍
ぐ
ら
い
の
品
数
に
な
り
ま
し
た
。

「
新
商
品
を
開
発
す
る
の
も
楽
し
い
。

『
お
い
し
か
っ
た
よ
』
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
と
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

八
女
福
島
の
町
並
み
で
、
い
ろ
ん
な

手
仕
事
の
風
景
を
紹
介
す
る
「
八
女
福

島
白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。
地
元
の
若
い

人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
店
内
で
和
菓
子
の
実
演

を
し
た
健
男
さ
ん
。
繊
細
な
技
に
、
思

わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
人
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
今
年
は
実
演
と
、「
実
際

に
作
っ
て
み
た
い
」
と
の
要
望
に
よ
り
、

和
菓
子
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

企
画
し
て
い
ま
す
。

「
和
菓
子
の
魅
力
は
、
季
節
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
素
材
も
い
ろ
ん

な
も
の
が
使
え
る
の
で
、
ま
ず
は
目
で

見
て
楽
し
ん
で
、
次
に
季
節
の
味
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
常
に
新
し
い
も
の

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
が
、
八
女

の
産
物
を
使
っ
て
き
く
や
を
代
表
す
る

和
菓
子
を
作
り
あ
げ
る
の
が
夢
で
す
」

お
菓
子
の
き
く
や
４
代
目  　

川
島 
健た

け

男お

さ
ん
（
紺
屋
町
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
4 ㈪、11㈷、18 ㈪、25 ㈪、29 ㈮★

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
4 ㈪、18 ㈪、25 ㈪★、29 ㈮ 
 ★は館内整理日のため休館図書館の休館日

10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「今回は、約 1 時間で菊やもみじなどの花
の和菓子を作っていただこうと考えていま
す。興味のある人はぜひ体験してください」

白壁ギャラリーで

絵本や紙芝居など親子でお
楽しみください。
♥本館　
〈日時〉2日、9日、16日、
23日、30日
※いずれも土曜日14時～
〈場所〉おはなしコーナー

♥黒木分館　

〈日時〉9日㈯11時～
〈場所〉おはなしコーナー

10月のよみきかせ

10月のあかちゃんよみきかせ
0 歳～2 歳児を対象によみきか
せやわらべうたなどをします。
♥本館　

〈日時〉20日㈬11時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　

〈日時〉28日㈭11時～
〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
5 ㈫、11 ㈷、12 ㈫、19 ㈫、26 ㈫、29 ㈮★

八
女
福
島
白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
開
催
＝
11
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

◦
場
所
＝
八
女
福
島
の
古
い
町
並
み

を
中
心
と
し
た
地
域
◦
内
容
＝
昔

な
が
ら
の
手
仕
事
の
店
や
工
房
な
ど

見
学
や
体
験
◦
ブ
ロ
グ
＝http://

yam
e1030.blog68.fc2.com

/

※
募
集
等
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

黒 木
移 動
図書館

和菓子作り体験を

22

１３００冊の本を乗せ巡回

《
本
館
の
10
月
の
テ
ー
マ

図
書
》

◦
一
般
＝
神
話
、

神
社
、神
事（
秋
祭
）

◦
児
童
＝
日
本
の
神

話
、
神
さ
ま
の
本

読
書
週
間
（
10
月
27
日
～
11
月
９
日
）

本
館
で
は
「
10
月
30
日
㈯
～
11
月
12
日
㈮
」

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

お
は
な
し
会
＝
11
月
６
日
㈯
本
館

図
書
館
ま
つ
り
＝
11
月
14
日
㈰
ふ
じ
の
里（
黒
木
町
） ゆめみらい号
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黒
木
町
木
屋
地
区
で
９
月
４
日
㈯
、

そ
ば
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
種
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
中
地
区
で
は
明
治
時
代

か
ら
そ
ば
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
地
区
に
広
が
る
棚
田
を
守
り
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
実

行
委
員
会
が
企
画
し
今
年
で
２
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。「
山
中
の
そ
ば
が
お
い
し

か
っ
た
」
と
昨
年
か
ら
引
き
続
き
参
加

し
た
オ
ー
ナ
ー
な
ど
約
50
人
が
参
加
。

オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
見
晴
ら
し
抜
群
の
棚

田
に
種
を
ま
い
て
い
き
ま
し
た
。
順
調

に
育
て
ば
、
11
月
に
は
そ
ば
の
実
の
刈

り
取
り
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ぐ
る

～
っ
と
八
女
探
検
隊
」
が
８
月
25
日
㈬

～
27
日
㈮
の
２
泊
３
日
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
小
学
校
の
６
年
生
26
人
が
参

加
。
岩
戸
山
古
墳
公
園
な
ど
で
八
女
の

歴
史
を
学
び
、
星
の
文
化
館
で
の
天
体

観
測
や
釈
迦
岳
登
頂
な
ど
も
り
だ
く
さ

ん
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

区
の
地
元
の
人
た
ち
の
手
作
り
の
昼
食

を
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
八

女
を
ぐ
る
～
っ
と
め
ぐ
っ
て
郷
土
八
女
の

よ
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

校
の
垣
根
を
越
え
て
、
新
し
い
仲
間
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

32
年
ぶ
り
の
入
賞

八
女
市
矢
部
消
防
団

県
民
体
育
大
会
で

多
数
入
賞
！

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
講
座
（
第

１
期
生
）
八
女
西
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ

が
、
８
月
24
日
㈫
か
ら
八
女
西
中

学
校
で
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
卓
球

は
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

仲
間
と
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
す

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
ほ
か

“
脳
の
活
性
化
〟
に
も
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
受
講
者
は
ピ

ン
ポ
ン
を
追
い
か
け
、
体
育
館
内

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
講
座
（
第
２
期
生
）
立
花
ピ
ン

ポ
ン
ク
ラ
ブ
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
末

継
久
人
さ
ん
（
☎
３
７・０
０
６
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ピ
ン
ポ
ン
で
脳
活
性
化
！

お
い
し
い
そ
ば
が

で
き
ま
す
よ
う
に

新
八
女
市
を
再
発
見
！

家族で仲良く種まき

秘境杣の里の吊り橋の上で

メダルをかけた八女市矢部消防団の選手たち

入賞者と出場した選手の皆さん

八女西ピンポンクラブの皆さん

第
21
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会

が
９
月
５
日
㈰
、
福
津
市
の
福
岡

県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
八
女
市
矢
部
消

防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
12
チ
ー

ム
中
見
事
３
位
に
入
賞
し
、
八
女

市
矢
部
消
防
団
と
し
て
は
32
年
ぶ

り
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
９

月
14
日
㈫
に
は
市
長
へ
入
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
は
「
暑

い
中
、
大
変
な
努
力
の
結
果
で
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
地
域
の
防
火
活
動
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
出
場
し
た
選
手

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

第
53
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
夏

季
大
会
水
泳
競
技
が
８
月
22
日
㈰
、

福
岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

か
ら
も
選
手
が
参
加
し
、
多
数
が

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

［
結
果
］

第
１
位　

古
庄
俊
吉
（
男
子
60
歳
～

64
歳
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
）　

堤
大

輔
（
男
子
高
校
生
50
メ
ー
ト
ル
平
泳

ぎ
）　

第
２
位　

古
庄
俊
吉
（
男
子

60
歳
～
64
歳
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ

イ
）　

今
村
亜
香
里（
女
子
中
学
生
50

メ
ー
ト
ル
自
由
形
）　

八
田
萌
里
（
女

子
18
歳
～
29
歳
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ

ラ
イ
）　

第
３
位　
今
村
亜
美
（
女
子

高
校
生
50
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
）

14
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八女市子ども会ドッヂビー大会が８月８日㈰、八女
市総合体育館で行われました。市内の各校区・地区か
ら 13 チームが出場し、元気にプレーしました。

予選リーグから４チームが決勝トーナメントへ進み、
決勝戦では、ＳｐｅｅｄＳｔａｒ（長峰校区）と大渕キッド（大
渕地区）が対決。熱戦を繰り広げた末、見事Ｓｐｅｅｄ
Ｓｔａｒが優勝しました。

上
陽
町
の
知
的
障
害
者
施
設

「
蓮
の
実
園
」
と
「
蓮
の
実
団
地
」

の
園
生
が
玉
露
の
お
酒
と
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ワ
イ
ン
の
瓶
詰
め
作
業
を

9
月
13
日
㈪
に
行
い
ま
し
た
。
原

料
の
玉
露
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
園

生
が
丹
精
込
め
て
、
手
間
暇
を
か

け
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
施
設
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
上
横
山
保
育
会
の
創

立
45
周
年
の
記
念
式
典
時
に
配
る

記
念
品
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
ど
れ
く
ら
い
売
れ
る
か
に
も
よ

り
ま
す
が
、
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ

プ
の
た
め
に
、
今
後
は
酒
小
売
免

許
を
取
得
す
る
な
ど
し
て
継
続
的

に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
上
田
正

勝
理
事
長
は
話
し
ま
し
た
。
瓶
詰

め
し
た
玉
露
の
お
酒
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ワ
イ
ン
は
計
２
０
０
０
本
。

式
典
で
出
席
者
に
配
ら
れ
た
後
、

10
月
下
旬
に
立
花
ワ
イ
ン
で
販
売

さ
れ
る
予
定
で
す
。

蒲原子ども会ではお盆の８月 15 日㈰、伝統の
精霊流しを行いました。初盆を迎えられた人の名
前を書いて、子どもたちが飾りつけをした手作り
の船を近くの川に流し、先祖の霊を元気いっぱい
に送りました。

前
あ
す
ば
る
館
長
の
中
嶋
玲
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
８
月
21
日
㈯
、
男

女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
in
や
め
・
第

１
回
あ
す
ば
る
出
前
講
座
が
黒
木
開

発
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
農
家

の
主
婦
で
あ
り
旧
杷
木
町
の
町
長
で

あ
っ
た
中
嶋
さ
ん
は
講
演
の
中
で
自

身
の
体
験
を
踏
ま
え
「
行
政
も
住
民

も
一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
市
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
女

性
も
女
だ
か
ら
と
諦
め
な
い
で
、
出

た
い
と
い
う
意
欲
を
出
し
て
欲
し
い
。

妻
が
頑
張
れ
ば
夫
も
応
援
し
て
く
れ

る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

講
演
後
、
中
嶋
さ
ん
と
三
田
村

市
長
の
対
談
が
会
場
か
ら
の
質
問

を
基
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。「
委
員

等
へ
の
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
」
の

質
問
に
「
改
選
を
迎
え
る
分
に
つ
い

て
は
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に
努
力

し
て
い
く
」
と
市
長
。
ま
た
、「
市

長
は
家
庭
の
中
で
何
か
や
っ
て
い
ま

す
か
」
と
質
問
を
読
み
上
げ
る
中

嶋
さ
ん
に
「
布
団
を
上
げ
た
り
茶

碗
を
片
付
け
た
り
た
ま
に
は
掃
除

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
苦
笑
い

し
な
が
ら
、「
結
婚
し
た
娘
を
見
て

子
育
て
は
本
当
に
大
変
と
思
う
。
お

互
い
が
相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
が
大

事
」
と
話
し
ま
し
た
。「
中
嶋
さ
ん

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
市
長

の
本
音
も
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
」
と

参
加
し
た
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

熱戦、子ども会ドッヂビー大会

蒲原子ども会伝統の精霊流し

自
作
ワ
イ
ン
の
瓶
詰
め
を
し
ま
し
た

宅間田八朔奉納相撲大会

男
女
が
と
も
に
輝
く
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
語
る

９月１日㈬に「宅間田八朔奉納相撲大会」が開催さ
れました。出場選手（28 人）は、お盆明けから毎日
土俵で練習を重ねてきました。当日は、団体戦・勝ち
抜き戦・個人戦と熱戦が繰り広げられ、暑さにも負け
ず子どもたちの元気な声がお宮に響きわたりました。

狙いを定めてディスクを投げる

会場からの質問に答える市長（左）と中嶋さん

団体戦優勝の青組の子どもたち

一本一本確認しながら箱に詰めていきます

子どもたちが飾りつけをした手作りの船
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　男女共同参画講演会
◇日時＝10月９日（土）13時30分～
◇場所＝八女市農業活性化センター（上陽町）
◇内容＝オープニングセレモニー・講演
会「食から広がる家族のキズナ」  講師 
佐藤剛史さん（九州大学大学院農学研究
院助教）
※入場無料・託児あり（１週間前までに
申し込みください）
◇問い合わせ=男女共同参画・生涯学習
課（☎２３・１３１４）

市
が
市
民
と
と
も
に
推
進
す
る
「
男
女
が

共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
」。
そ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
か
ら
、
男
女
が
と
も

に
個
性
と
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
八
女
市

を
願
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
「
と
ぅ

ぎ
ゃ
ざ
ー（
注
１
）」の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
回
覧
板
形
式
で
発
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
皆
さ
ん
か
ら
「
回
覧

形
式
で
は
読
む
人
が
少
な
い
」「
回
覧
が
回
っ

て
こ
な
い
か
ら
見
て
い
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
情
報
誌
を
年
２
回
全

戸
配
布
と
し
、
さ
ら
に
広
報
や
め
へ
の
掲
載

を
年
３
回
行
い
ま
す
。

合
併
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団

体
が
６
団
体
あ
り
ま
す
。
合
併
を
機
に
こ
れ

ら
の
団
体
を
中
心
に
同
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
市
と
協
力
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
活
動
は

県
の
協
力
を
得
た
あ
す
ば
る
出
前
講
座
や
合

併
記
念
講
演
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
３
回
に
分
け
て
、
地
域
で
活
動

さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
団
体
紹
介
①
（
順
不
同
）

♥
矢
部
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

『
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
』
と
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お

か
八
女
管
内
の
各
地
区
に
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
仲
間
作
り
と
地
域
向
上
の
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
年
11
月

に
行
わ
れ
る
矢
部
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
矢
部
産
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
コ
ロ
ッ

ケ
を
販
売
し
、
千
個
ほ
ど
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
す

ぐ
に
完
売
し
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
に
こ
だ
わ

り
、
会
員
全
員
で
春
じ
ゃ
が
作
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
こ
う
し
た
活
動

は
、
夫
や
家
族
の
協
力
な
し
で
は
や
れ
ま
せ

ん
。
活
動
の
た
め
に
家
を
あ
け
た
り
、
家
事
・

子
守
り
を
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。
地
域
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
お

年
寄
り
に
は
割
と
理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

夫
や
子
ど
も
も
、
母
親
が
生
き
生
き
と
楽
し

そ
う
に
し
て
い
る
方
が
い
い
は
ず
で
す
！

今
回
、
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
加
わ
っ
て
、
私
た
ち
会
員
も
新
し
い
こ

と
を
学
習
で
き
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
大
切

な
家
族
の
た
め
に
、
愛
す
る
地
域
の
た
め
に
、

そ
し
て
自
分
の
た
め
に
得
た
学
び
を
い
ろ
い

ろ
な
活
動
の
場
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

♥
夢
た
ち
ば
な
レ
デ
ィ
ー
ス

　

立
花
町
で
は
、
国
の
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
に
思
い
を
つ
な
ぐ
と
い
う
考
え
の
も

と
、「
み
ん
な
の
集
い
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
八
女
市
と
の
合
併
を

目
前
に
し
て
各
地
域
の
小
グ
ル
ー
プ
を
ま
と

め
、「
夢
た
ち
ば
な
レ
デ
ィ
ー
ス
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
活
動
内
容
の
充
実
発
展
を
図
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
ね
ら
い
を
「
郷
土
の
よ
さ

を
生
か
す
食
育
の
推
進
」
と
し
ま
し
た
。
今

年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
次
の
２
点
を
計
画

し
ま
し
た
。

①
６
月
８
日　

熊
本
県
で
食
育
に
関
す
る
視

察
研
修
（
郷
土
の
料
理
と
特
産
を
生
か
し
た

四
季
の
料
理
と
加
工
の
学
習
）。

②
２
月　

立
花
町
の
食
材
を
生
か
し
た
郷
土

料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
講
演
会
（
予
定
）。

　

現
在
の
活
動
は
、
男
女
共
同
参
画
の
意
味

と
は
や
は
り
開
き
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
地
域
振
興
会
議
を
中
心
に
住
民
の
知

恵
と
行
動
力
を
集
結
し
、
男
女
共
同
参
画
の

地
域
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

八
女
市
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
て

制
作
　
こ
ら
ぼ
れ
ー
と
（
八
女
市
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
編
集
委
員
会
）

　

個
性が
輝く

　　まちが
輝

く

男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

八
女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

実
行
委
員
会

八女市
合併記念

注１）「とぅぎゃざー」とは、英語の together（共に、一緒に、共同して）から情報誌の名称としています。
※ほかの構成団体である「女性ネットワークやめ」、「八女市上陽町男女共同参画推進実行委員会」は次回に、
「ていくぱーと」、「黒木町男女共同参画地域づくり実行委員会」は最終回にて掲載予定です。

矢部地区フレッシュミズの皆さん

視察研修の様子

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

お
ん
な
＆
お
と
こ
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⃝
場
所
＝
八
女
市
サ
ッ
カ
ー
場

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
２
日
㈯
～
13

日
㈬

⃝
参
加
費
＝
一
般
２
０
０
円
、
会
員

無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

黒
木
町
木
屋
地
区
で
は
木
屋

じ
ゅ
う
ば
こ
祭
り
に
登
山
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
当
日
受
付
。
小

雨
決
行
。
弁
当
、
手
袋
、
雨
具
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
10
月
24
日
㈰
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女
に
９
時
集
合
、
９
時
15

分
出
発
※
歩
行
時
間
約
１
３
０
分

⃝
参
加
費
＝
無
料
、
温
泉
入
浴
割

引
券
進
呈
（
大
人
３
０
０
円
、
子

ど
も
１
５
０
円
で
入
浴
可
）、
傷
害

保
険
加
入

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
木
屋
じ
ゅ
う
ば
こ

祭
り
実
行
委
員
会
登
山
の
部
・
田

代
さ
ん
（
☎
４
２
・
０
８
２
０
）

⃝
日
時
＝
10
月
９
日
㈯
12
時
～
16

時
30
分
⃝
場
所
＝
陽
だ
ま
り
の
里

（
本
２
５
７
５
の
１
）

⃝
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
作
品
展
示
、
抽
選
会
、
模
擬

店
（
焼
き
そ
ば
、
綿
菓
子
な
ど
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
陽
だ
ま
り
の
里

（
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

⃝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
＝
10
月
29

日
㈮
13
時
～
15
時
30
分

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
献
血
推

進
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
・
集
合
場
所
＝
10
月
24
日

㈰
岩
戸
山
北
駐
車
場
集
合
、
９
時

出
発
※
小
雨
決
行
、強
雨
時
は
中
止
。

⃝
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
～
一
念
寺
（
豊

福
）
往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
申
し
込
み
＝
久
木
原
さ
ん
（
☎
２

３
・
５
４
９
６
）

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
し
ょ
う

が
い
者
支
援
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
福
祉
バ

ザ
ー
」。
た
こ
焼
き
な
ど
の
出
店
や

手
作
り
の
手
芸
品
、
農
産
物
の
販

売
、
福
島
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
24
日
㈰
10
時
～
15

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
４
校
区
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
主

催
。
入
場
無
料
。

⃝
日
時
＝
10
月
23
日
㈯
14
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
南
中
学
校
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
國
友
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
１
３
４
６
・
７
５
５
５
）

　

気
楽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
10
月
９
日
㈯
・
23
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
日
時
＝
11
月
７
日
㈰

⃝
対
象
＝
市
内
小
学
３
年
生
以
上

⃝
定
員
＝
先
着
45
人

⃝
参
加
費
＝
高
校
生
以
上
３
千
円
、

小
・
中
学
生
１
５
０
０
円

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
㈮
８
時

30
分
か
ら
受
付
。
先
着
順
。
※
印

鑑
と
参
加
費
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
日
に
ち
＝
10
月
16
日
㈯

時
30
分
（
雨
天
決
行
）

⃝
会
場
＝
鉄
道
記
念
公
園
（
八
女

伝
統
工
芸
館
東
側
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
３
３
１
３
）

　

10
月
17
日
に
土
橋
八
幡
宮
か
ら

稲
富
の
お
旅
所
に
神
幸
し
、
19
日

に
還
幸
し
ま
す
。
神
輿
に
は
神
楽

隊
、
獅
子
舞
な
ど
が
付
き
添
い
、

福
島
の
町
中
を
練
り
歩
き
ま
す
。

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

⃝
日
時
＝
10
月
17
日
㈰・19
日
㈫
15
時
～

⃝
会
場
＝
土
橋
八
幡
宮
～
稲
富
お
旅
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

　

和
ご
ま
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
。
参
加
者
全
員
に
賞
品

が
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
17
日
㈰
９
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
鉄
道
記
念
公
園

⃝
参
加
資
格
＝
小
学
生
・
幼
児

⃝
申
し
込
み
＝
㈳
八
女
青
年
会
議

所
（
☎
２
４
・
４
０
２
２
）

　
ｍ
о
ｎ
さ
ん
は
子
育
て
シ
ン
ガ
ー
。

叔
父
は
ス
タ
ー
に
し
き
の
、
夫
は
ス

タ
ー
高
橋
。
命
や
人
権
を
テ
ー
マ

と
し
た
歌
で
、
子
ど
も
た
ち
や
親

お
知

ら
せ

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⃝
日
時
＝
10
月
31
日
㈰
10
時
～
14
時
30
分

⃝
会
場
＝
八
女
公
園

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

⃝
三
河
小
学
校
＝
10
月
22
日
㈮
10
時
～

11
時
30
分
、
12
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝
辺
春
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

＝
10
月
29
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

環
境
フ
ェ
ア
in
八
女

～
み
ん
な
で
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
～

八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ｍ
о
ｎ
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

和
ご
ま
選
手
権
in
八
女

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

Ｌ
Ｕ
Ｂ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
教
室

陽
だ
ま
り
の
里
ほ
の
ぼ
の
フ
ェス
タ

市
民
体
力
づ
く
り
由
布
岳
登
山

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

雄
岳・雌
岳（
鍋
底
山
）縦
走
登
山

　矢部川流域で生きる私たち
には、脈々と受け継がれてきた
精
こ こ ろ

神があります。郷土出身の作
家・安部龍太郎氏を招いての講
演会です。もう一度、「自分たち
の根」を確かめませんか。

⃝日時＝10 月24 日㈰ 18 時～
20 時
⃝会場＝大淵小学校体育館
⃝問い合わせ＝大淵自治公民館
長・樋本さん（☎ 45・0295）

作品は「彷徨える帝」「天
馬、翔ける」など多数。昭
和30 年黒木町生まれ。

安部龍太郎氏

入
場

無
料
郷
土
の
歴
史
と

　
人
の
生
き
方

「
地
域
の
歴
史
と
伝
統
に
学
ぶ
」講
演
会

ハーモニカリレーコンサート⃝日時＝10 月16日㈯ 14 時開演⃝場所＝みどりの屋根（筑後市鶴田 429-1）
⃝内容＝ハーモニカ愛好家によるソロ演奏会⃝入場料＝300 円⃝問い合わせ＝入部さん（☎ 24・5876）
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⃝
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
費
実
費
）

⃝
申
込
期
間
＝
10
月
12
日
㈫
～（
平

日
9
時
～
17
時
）

⃝
申
込
方
法
＝
電
話
受
付
の
み

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
市
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
５
３
３
２
）

　

各
コ
ー
ス
先
着
20
人
で
、
10
月

５
日
㈫
か
ら
受
付
開
始
。

①
ワ
ー
ド
・
デ
ジ
カ
メ
講
座

⃝
日
時
＝
11
月
29
日
㈪
～
12
月
３

日
㈮
14
時
～
17
時

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
年
賀
状
講
座

⃝
日
時
＝
11
月
29
日
㈪
～
12
月
３

日
㈮
19
時
～
22
時

⃝
講
習
料
＝
①
②
と
も
１
３
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

⃝
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公
民
館

（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　

久
留
米
絣
を
親
子
で
体
験
し
、

３
日
間
で
作
品
を
製
作
し
ま
す
。

参
加
無
料
。

⃝
日
程
・
場
所
＝
▽
10
月
17
日
㈰

（
久
留
米
絣
の
歴
史
と
手
く
く
り
）

広
川
町
産
業
展
示
会
館
▽
10
月
31

日
㈰
（
藍
染
め
）
広
川
町
森
山
工

房
▽
11
月
14
日
㈰
（
手
織
り
）
八

女
伝
統
工
芸
館

⃝
時
間
＝
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

⃝
対
象
＝
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

ま
で
の
間
の
８
日
間

⃝
場
所
＝
旧
屋
部
公
民
館
（
う
き

は
市
吉
井
町
屋
部
６
６
０
）

⃝
定
員
＝
15
人
（
多
数
の
場
合
は

審
査
選
考
）
※
託
児
要
予
約

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
実
費
負
担
有
）

⃝
申
込
方
法
＝
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

⃝
申
込
期
限
＝
10
月
14
日
㈭

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kyushu-chikugo.net/

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
（
☎
０
９
４
２・３
２・

１
１
３
３
）

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集（
採
用
予
定
数
）
＝
①
薬
剤
師

（
１
人
）
②
診
療
放
射
線
技
師（
１
人
）

③
視
能
訓
練
士（
１
人
）
④
介
護
福

祉
士（
３
人
）
⑤
准
看
護
師（
１
人
）

者
10
組
※
応
募
多
数
の
時
は
抽
選

⃝
応
募
＝
10
月
12
日
㈫
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
申
し
込
み
＝
久
留
米
市
文
化
財
保

護
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
２
２
５

N
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

　

手
話
を
習
得
し
て
、
聴
覚
し
ょ

う
が
い
者
の
人
と
の
交
流
を
深
め

ま
せ
ん
か
。
中
学
生
以
上
50
人
募

集
し
ま
す
（
先
着
）。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
11
月
10
日
～
平
成
23
年
３

月
２
日
の
毎
週
水
曜
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

⃝
申
込
締
切
＝
10
月
20
日
㈬

⃝
申
し
込
み
＝
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

具
体
的
な
起
業
プ
ラ
ン
を
お
持

ち
の
人
対
象
の
講
座
で
す
。

⃝
期
日
＝
11
月
２
日
～
２
月
８
日

⃝
会
場
＝
多
世
代
交
流
館
「
共
生
の
森
」

①
～
④
共
通

⃝
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
。
要
申
込
、

先
着
30
人
。
※
託
児
（
生
後
６
か

月
～
就
学
前
）
申
込
時
に
要
予
約
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　
ス
ト
レッ
チ
体
操
・
米
粉
パン
作
り
・

プ
チ
健
診
な
ど
、
毎
回
違
う
内
容
で
楽

し
み
な
が
ら
健
康
につい
て
考
え
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
10
日
、
17
日
、
12

月
１
日
、
８
日
、
15
日
（
全
5
回
・

水
曜
日
）
14
時
～
16
時
ま
で

⃝
会
場
＝
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ほ
か

⃝
対
象
＝
八
女
市
居
住
ま
た
は
勤

務
の
成
人
男
性

⃝
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

　

自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
ま

せ
ん
か
。受
講
料
無
料
、託
児
あ
り
。

①
好
感
度
ア
ッ
プ
！
大
人
の
マ

ナ
ー
講
座

⃝
日
時
＝
10
月
15
日
㈮
19
時
～

⃝
会
場
＝
黒
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」

②
自
分
の
キ
モ
チ
を
も
っ
と
上
手

に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

⃝
日
時
＝
10
月
28
日
㈭
19
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
中
央
公
民
館
）

③
こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

⃝
日
時
＝
11
月
11
日
㈭
10
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
市
保
健
セ
ン
タ
ー

④
お
金
が
た
ま
る
！
家
計
術
～
マ

ネ
ー
体
質
改
善
セ
ミ
ナ
ー
～

⃝
日
時
＝
11
月
16
日
㈫
10
時
～

手
話
教
室

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

起
業
家
の
た
ま
ご・カ
フ
ェ
講
座

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員
採
用

男
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
講
座

久
留
米
絣
親
子
体
験
教
室

久
留
米
絣
親
子
体
験
教
室

教
室
・
講
座

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　がんは、昭和 56 年から日本人の死因第
1位となり、現在では約 3 割に達していま
す。今後とも、人口の高齢化に伴い死亡
者数の増加が見込まれています。
　がんによる死亡者数を減少させるため
には早期発見・早期治療が重要ですが、
がんを早期発見するための検診を受ける
人は、約 20 ～ 30％にとどまります。
　こうした状況の中、厚生労働省は毎年
10 月を「がん検診受診率 50％達成に向
けた集中キャンペーン月間」と定め、この
期間中にがん検診に関する関心を皆さん
に深めていただくとともに、がん対策への
取り組みの意識を高めることとしました。
　八女市では 7 ～ 10 月の４か月間、がん
検診を実施しています。残り１か月となり
ましたが、まだ受診していない人はこの機
会にぜひ受診しましょう。
健康課健康推進係（☎２３・１３５２）

平成22年度がん検診受診率50％
達成に向けた集中キャンペーン月間

　身体が硬くなると立位姿勢、座り方等に影
響し、肩凝り・腰痛・骨盤の歪み、スポーツ
パフォーマンス等に問題が起きてしまいます。
それらの原因を知り、自身でコントロールをし
ていくことで痛み・歪みを改善・矯正していく
ことが期待できます。筋肉をリラックスさせる
ために、ストレッチング教室では寝たまま、座っ
たままのストレッチがほとんどです。 リラック
スしたベストな状態で気持ち良く伸びてくださ
い。少年スポーツ選手の障害予防、運動した
いができない人、分からない人を支援するた
め専門スタッフと自分の身体をよりベストな状
態に調整する方法を追求していきましょう。
⃝場所・日時＝▽毎週水曜（ふじの里）19 時
30 分〜 21時▽毎週金曜（総合体育館）20
時 30 分〜 22 時⃝定員＝各 30 人
⃝参加料＝初回体験無料（その後チケット制）
⃝問い合わせ＝中島さん（☎ 41・0026）

ストレッチング教室
Ｈ22 年度市民との協働によるまちづくり提案事業認定
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⃝
チ
ー
ム
＝
選
手
３
～
５
人
（
対
戦

は
各
チ
ー
ム
３
人
）
※
男
女
、
学

年
は
不
問
。

⃝
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
千
円
※
参

加
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課（
☎
２
３・

１
３
１
８
）

　

11
月
７
日
㈰
13
時
か
ら
社
会
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
る
短
歌
会
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
詠
草
＝
一
首
※
未
発
表
に
限
る

⃝
出
詠
料
＝
千
円

⃝
応
募
締
切
＝
10
月
18
日
㈪

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
文
化
連
盟
短

歌
部・堤
さ
ん（
☎
２
３・０
４
５
０
）

　

公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
で

は
、
来
春
開
設
予
定
の
「
み
ど
り

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
⃝
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人

⃝
提
出
書
類
＝
履
歴
書
、
保
育
士

証
（
写
）

⃝
勤
務
場
所
＝
市
内
公
立
保
育
所

⃝
勤
務
内
容
＝
八
女
市
の
規
定
等

に
よ
る

⃝
選
考
方
法
＝
子
育
て
支
援
課
で

面
接
を
行
い
ま
す

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育

て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
日
時
＝
11
月
21
日
㈰
９
時
～

⃝
会
場
＝
上
陽
中
学
校
体
育
館

⃝
対
象
＝
子
ど
も
会
安
全
会
加
入

の
子
ど
も
会
会
員
（
小
学
生
）

⃝
採
用
予
定
＝
４
月
１
日

⃝
一
次
試
験
＝
11
月
28
日
㈰

⃝
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
㈮
～
11

月
１
日
㈪

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
人
事
係

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）　

《
社
会
人
入
試
》

⃝
資
格
＝
平
成
３
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

⃝
願
書
受
付
＝
10
月
29
日
㈮
～
11

月
17
日
㈬

⃝
試
験
日
＝
11
月
21
日
㈰
※
試
験

科
目
＝
作
文
・
面
接

《
一
般
入
試
》

⃝
資
格
＝
中
学
校
以
上
卒
業
者

⃝
願
書
受
付
＝
11
月
24
日
㈬
～
12

月
１
日
㈬

⃝
試
験
日
＝
12
月
５
日
㈰
※
試
験
科

目
＝
国
語
・
数
学
・
作
文
・
面
接

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

広報やめ　2010.10.119

⃝
募
集
科
目
・
定
員
＝
▽
電
気
設

備
科
（
30
人
）
▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
（
20
人
）
※
１
年
訓
練
、
授
業

料
無
料
（
教
科
書
代
等
実
費
）

⃝
応
募
資
格
＝
来
年
３
月
高
校
以

上
の
新
卒
者
（
卒
業
見
込
み
者
）

⃝
募
集
期
間
＝
11
月
５
日
㈮
ま
で

⃝
選
考
日
＝
11
月
18
日
㈭

⃝
選
考
方
法
＝
学
科
（
国
語
・
数

学
）、
適
性
検
査
、
面
接

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

母
子
家
庭
の
母
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
（
３
か
月
課
程
、

定
員
15
人
）
を
募
集
し
ま
す
。
願

書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝
10
月
13
日
㈬
ま
で

⃝
試
験
日
＝
10
月
27
日
㈬

⃝
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
、
面
接

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

　八女市健康増進施設「べんがら村」の管
理運営業務を効果的かつ効率的に行うため、
平成 23 年 4 月1日からの施設の管理運営等
の業務を行う指定管理者を募集します。
⃝募集期間＝10 月1日㈮～ 10 月29日㈮
※募集要項・応募書類等は 10 月1日から配
布※八女市ＨＰからもダウンロードできます。
⃝指定期間＝平成 23 年 4 月1日～平成 28
年 3 月31日（５年間）
⃝申込方法＝申請書等関係書類をご提出くだ
さい。詳しくは応募要項をご参照ください。
⃝申し込み・問い合わせ＝農業振興課農産園
芸係（☎２３・１１１８　N２３・５４１１）

　「八女伝統工芸館・八女手すき和紙資料館・
八女民俗資料館」の管理運営業務を効果的か
つ効率的に行うため、平成 23 年 4 月1日から
の施設の管理運営等の業務を行う指定管理者
を募集します。
⃝対象施設＝八女伝統工芸館・八女手すき和
紙資料館・八女民俗資料館
⃝指定期間＝平成 23 年 4 月１日～平成 28 年
3 月31日（５年間）
⃝申込期間＝10 月1日㈮～ 10 月29日㈮
⃝申込方法＝申請書等関係書類をご提出くだ
さい。詳しくは募集要項をご参照ください。
※募集要項・応募書類等は 10 月1日から配
布※八女市ＨＰからもダウンロードできます。
⃝申し込み・問い合わせ＝商工振興課
　（☎２３・１５９６）

べんがら村指定管理者募集

八女伝統工芸館等指定管理者募集

募
集

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

子
ど
も
会
方
言
か
る
た
会

公
立
保
育
所
保
育
士（
臨
時
職
員
）

の
杜
病
院
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
開
設
準

備
室
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
で
の

本
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般

戦
災
死
没
者
の
追
悼
式
を
行
う
た

め
、
参
列
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
１
月
21
日
㈮
10
時
～
11

時
※
出
発
日
は
１
月
20
日
㈭

⃝
場
所
＝
沖
縄
県
糸
満
市
「
福
岡
の

慰
霊
の
塔
」
※
無
宗
教
献
花
方
式

⃝
参
加
資
格
＝
沖
縄
地
域
で
の
戦

没
者
、
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶

者
・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
で
、

本
県
に
居
住
し
て
い
る
人
（
25
人
）

⃝
申
込
期
限
＝
10
月
29
日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
㈶
福

岡
県
遺
族
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２
）

八
女
市
文
化
祭
短
歌
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
病
院
職
員
募
集

沖
縄
地
域
戦
没
者
追
悼
式

創立百周年記念運動部招待試合
⃝期日＝10 月16日㈯▽ 9 時～歓迎セレモ
ニー▽ 11時～試合開始（約２時間）
⃝場所＝福高グラウンド・体育館※佐賀北高
校（野球）八女高校（女子バレー）を招待
創立百周年ボランティア活動
　地域の皆様に愛され育てていただいたこ
とに感謝し、ボランティア活動「福島高校創
立百周年『絆』の家」を計画しました。
⃝期日＝10 月10日、17日、24日、31日
※いずれも日曜、10 時～15 時
⃝場所＝絆の家（八女商工会議所前）
⃝内容＝▽市内の清掃活動▽クッキー・お
茶等の無料招待▽老人ホーム訪問など
創立百周年記念式典
⃝日時＝11月6日㈯
⃝内容＝講演「歴史に学ぶ日本の将来」講師・
井沢元彦さん（「逆説の日本史」著者）
⃝問い合わせ＝同実行委員・深水さん
　（☎２２・５１４８）

福島高校創立百周年記念事業
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⃝
派
遣
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
サ
イ
パ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー

⃝
対
象
＝
小
３
～
高
３

⃝
参
加
費
＝
19
万
８
千
円
～
36
万

８
万
円
※
共
通
経
費
は
別
途

⃝
締
切
＝
11
月
８
日
㈪
※
先
着
順

⃝
申
し
込
み
＝
㈶
国
際
少
年
研
修
協

会
（
☎
０
３・６
４
５
９・４
６
６
１
）

Shttp://w
w

w.kskk.or.jp

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
（
10
月
18

日
㈪
～
24
日
㈰
）
行
事
と
し
て
、一

日
合
同
行
政
相
談
所
（
く
ら
し
・
行

政
な
ん
で
も
相
談
）を
開
設
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
13
日
㈬
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

⃝
主
な
相
談
内
容
＝
①
戸
籍
、
登

記
、
人
権
②
年
金
・
保
険
（
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
）

③
市
政
（
市
道
、
福
祉
、
環
境
衛

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
10
月
23
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
～

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）、
15
時
～
（
上
妻
小
、
三
河

小
、
南
中
）、
15
時
45
分
～
（
忠
見

小
、川
崎
小
、北
川
内
小
、見
崎
中
、

上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

精
神
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人
の

家
族
が
、
相
互
に
助
け
合
い
、
学

び
合
い
、
協
力
し
て
心
の
病
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
交
流
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
同
じ
立
場
の
人
と
気
軽

に
話
せ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⃝
開
催
日
時
＝
10
月
26
日
㈫
、
12

月
28
日
㈫
、
１
月
25
日
㈫
、
２
月

23
日
㈫
、
３
月
23
日
㈫
、
14
時
～

15
時
30
分

⃝
開
催
場
所
＝
八
女
作
業
所
（
旧

親
和
銀
行
八
女
支
店
）
内
２
階

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
精
神

障
害
者
家
族
会
の
ぞ
み
会
事
務
局

山
口
さ
ん
（
☎
２
３
・
１
７
４
７
）

　

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
す
る

生
等
）
④
法
律
（
相
続
・
遺
言
、

境
界
、
金
銭
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
）

⑤
そ
の
他
、
行
政
一
般

※
法
律
相
談
の
受
付
は
10
人
程
度
。

⃝
参
加
機
関
＝
福
岡
法
務
局
八
女

支
局
、
久
留
米
年
金
事
務
所
、
八

女
市
、
県
弁
護
士
会
、
行
政
相
談

委
員
、
九
州
管
区
行
政
評
価
局

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
合
同
庁
舎

（
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１
）

⃝
日
時
＝
10
月
16
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
内
容
＝
敷
金
が
戻
っ
て
こ
な
い
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
、
車

で
融
資
、
と
い
っ
た
業
者
と
の
契
約

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
人

⃝
相
談
電
話
＝
（
☎
０
９
２
・
４
３

２
・
２
３
３
０
）

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
。
事
前
予
約
制
。
収

入
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人
対
象
。

⃝
日
時
＝
10
月
29
日
㈮
13
時
～
16

時
※
相
談
時
間
は
一
人
30
分

⃝
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

⃝
申
し
込
み
＝
法
テ
ラ
ス
福
岡
（
☎

０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
０
２
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

人
に
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。
受
付
時
間
等
は
各
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
10
月
１
日
㈮
～
２
月
25

日
㈮

⃝
実
施
医
療
機
関
（
筑
後
地
区
）

▽
公
立
八
女
総
合
病
院
（
☎
２
３
・

４
１
３
１
）

▽
聖
マ
リ
ア
病
院
（
☎
０
９
４
２
・

３
５
・
３
３
２
２
）

▽
柳
川
病
院
（
☎
０
９
４
４・７
２・

６
１
７
１
）

▽
大
牟
田
記
念
病
院
（
☎
０
９
４

４
・
５
３
・
５
０
７
１
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
０
）

　

安
全
・
保
安
分
野
（
警
備
業
界
、

他
）
の
合
同
会
社
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、
事
前

予
約
や
履
歴
書
も
要
り
ま
せ
ん
。

入
退
場
も
自
由
で
す
。
参
加
予
定

企
業
は
８
社
で
す
。
未
経
験
者
も

大
歓
迎
で
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
８
日
㈮
13
時
～
15

時
30
分
※
受
付
12
時
30
分
～
15
時

⃝
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
２
階　

く
る
み
ホ
ー
ル

⃝
対
象
＝
18
歳
以
上
の
求
職
者（
高

校
生
除
く
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
安
全
・
安
心
確

保
産
業
就
業
促
進
事
業
事
務
局　

（
☎
０
９
２
・
７
３
４
・
１
０
５
０
）

　

道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
例
年
ど
お
り
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
秋
の
道
路
愛
護
作
業

は
10
月
を
め
ど
に
、
各
行
政
区
の

都
合
の
良
い
日
に
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
処
理
に
必
要
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
は
八
女
市
本
庁

管
内
行
政
区
に
お
い
て
は
本
庁
建

設
課
、
総
合
支
所
・
各
支
所
管
内

行
政
区
に
お
い
て
は
各
支
所
建
設

課
等
に
お
い
て
各
行
政
区
長
に
配

布
し
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
河
川
愛
護
作
業
を
同

時
に
実
施
さ
れ
る
行
政
区
に
つ
い

て
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
建
設
課

（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）
▽
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４

２
・
１
１
１
７
）
▽
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
３
）
▽
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用
者
の
会

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

道
路
愛
護
に
つ
い
て

安
全・保
安
分
野
合
同
会
社
説
明
会

家
族
交
流
会

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
電
話
１
１
０
番

秋
の
巡
回
法
律
相
談
会

山の井用水路
⃝期間＝ 10 月15 日㈮
　～ 31日㈰
中の井用水路
⃝期間＝10 月20日㈬
　～11月３日㈬
⃝問い合わせ＝農業振興
課（☎２３・１１１９）

秋季停水のお知らせ

⃝期間＝１０月１日㈮～２月28日㈪
⃝場所＝グリーンピア八女温泉館前
から山中渓谷に通じる区間
⃝車両の全面通行止　
⃝問い合わせ＝黒木総合支所建設課
　　　　　　（☎４２・１１１７）

黒
木
地
域

通
行
止
め
の

お
知
ら
せ

（
中
町・山
中・弓
掛
線
）

小
３
～
高
３
冬
休
み
海
外
派
遣

通行止区間
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◦10 月21日（※10/5 予約開始）・11月
　4日（※10/25 予約開始）相談日はい
　ずれも木曜日13 時～16 時／法務局
　八女支局　※要予約☎２３・２６０３
◦10 月 8 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館※要予約☎ 23・0294
◦10 月15 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
◦10 月 22 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
◦ 10 月 15 日㈮ 10 時 ～ 12 時／八女
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館※要予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分  
　／八女市役所消費生活相談室
　　☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
◦10 月14日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
◦10 月20日㈬９時～12時 / 働く婦人の家
なんでも人権相談
◦10 月1日㈮ 13 時～ 16 時
　／社会福祉会館
◦10 月1日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽町）
◦10 月 5 日㈫ 13 時～ 16 時
　／矢部公民館（矢部村）※行政相談
◦10 月 6 日㈬ 13 時～ 16 時
　／星野支所（星野村）
◦10 月 8 日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月13 日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
行政相談
◦10 月6日㈬・20日㈬ 9 時 30 分～12
　時／地域交流センターふじの里
◦10月15日㈮９時～12時／立花市民センター

◦10 月5日㈫13 時～16 時／矢部公民館
◦10 月13日㈬ 10 時～15 時／星野支所
司法書士相談
◦10 月 8 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月15 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
◦ 10 月 6 日㈬、20 日㈬、13 時 30 分
　～ 16 時／社会福祉会館
◦ 10 月 13 日㈬、27 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦10 月6日㈬、20日㈬ 9 時 30 分～12
　時／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月13日㈬、27日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
◦10月12日㈫10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦10月20日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
◦10月27日㈬13時～15時／商工会議所
日本政策金融公庫相談
◦10月1日㈮13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦10月18日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談
◦10 月19日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦10 月14 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦10 月 8 日㈮・19 日㈫ 10 時～ 12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月 5 日㈫・19 日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦10 月14日㈭11時～12時／矢部公民館
◦10 月28日㈭10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※要予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所※要予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）要予約
　☎ 0944・72・2176

エイズ検査とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
　（☎０９２・７１３・７３１８）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～ 20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

▼人口と世帯（9月１日現在）  ▼ 8 月の異動
人　口 70,492  (- 21) 出生 44 人

男 33,216  (-   1) 死亡 87 人
女 37,276  (- 20) 転入 139 人

世帯数 23,903  (+21) 転出 117 人
　※（　）内は前月比

火災出火件数     2件 （  27件）
救急出動件数 262件  （2,083件）
救急搬送人数 255人 （1,992人）

※（　）内は 1 月からの累計
発生件数 53件 （350件）
傷　　者 66人 （434人）
死　　者 0人 （3人）

※（　）内は 1 月からの累計
●市県民税（第３期）
●国民健康保険税・介護保険料（第4期）
●後期高齢者医療保険料（第4期）
●市営住宅家賃●保育料
●水道料金・下水道使用料●下水道受益者負担金
●農業集落排水施設使用料

納期限・口座振替日は11月1日㈪
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

8 月の
火災・救急
の状況

8 月の
交通事故
の状況

10 月に
納めるもの

相談はお気軽にどうぞ

◆後期高齢者の健康診査について◆後期高齢者医療制度の被保険者を対象に健康診査を実
施しています。22 年度の受診期限は 23 年３月 31日までです。まだ受診していない人は指
定医療機関等でお早めに受診をお願いします。受診票が見あたらない場合は再発行をいたし
ますので、お問い合わせください。（県後期高齢者医療広域連合☎０９２・６５１・３１１１）
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▼
玉
露
は
伝
統
本
玉
露
で
手

摘
み
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
も
一

粒
一
粒
手
摘
み
の
大
変
な
作
業
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
と
に
か
く
大
事
に

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
お
酒
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら

き
っ
と
お
い
し
い
は
ず
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
今
年
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
た
皆

様
の
笑
顔
、
す
て
き
で
す
。
笑
顔

は
人
を
元
気
に
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
も
け
そ
け
そ
と
余
裕
の
な

い
私
で
す
が
、
皆
様
の
よ
う
な
笑

顔
で
い
た
い
な
ぁ
と
思
っ
た
の
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

広報
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中島 怜
れ い ん

胤ちゃん

Ｈ21年10月2日生（柳瀬）

食
べ
ち
ゃ
い
た
い
く
ら
い
大
好
き

♡
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
‼

牛嶋 樟
そうめい

明ちゃん

Ｈ21年10月3日生（高塚）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
優
し
い

元
気
な
男
の
子
に
育
っ
て
ね
。安徳 陸

りく

ちゃん

Ｈ21年10月5日生（山内）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
す
く
す
く
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

牛嶋 太
た い ち

一ちゃん

Ｈ21年10月8日生（山崎）

太
一
く
ん
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
の

び
の
び
育
っ
て
ね
。

堤 一
か ず と

翔ちゃん

Ｈ21年10月9日生（土窪）

一
翔 

祝 

１
歳
お
め
で
と
う
♡

元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ネ
♡

牛島 大
ひ ろ と

翔ちゃん

Ｈ21年10月11日生（吉田）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
健
や
か
に
、

心
豊
か
に
大
き
く
な
～
れ
！

丸林 杏
あ ん り

璃ちゃん

Ｈ21年10月11日生（川犬）

祝
１
歳
☆
お
め
で
と
う
！
こ
れ

か
ら
も
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

山下 優
ゆ う あ

明ちゃん

Ｈ21年10月12日生（吉田）

誕
生
日
お
め
で
と
う
‼
優
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
に
パ
パ
も
マ
マ
も
メ
ロ
メ

ロ
で
す
！

月足 美
み お

桜ちゃん

松尾 実
み か こ

果子ちゃん

古賀 煌
こうだい

大ちゃん 松尾 采
こ と な

奈ちゃん 中島 悠
ゆうせい

晴ちゃん 橋本 学
がく

ちゃん 塚本 雫
し ず く

月ちゃん

大石 海
か い き

喜ちゃん 田中 彩
あや

ちゃん 松尾 朱
あ か な

七ちゃん

Ｈ21年10月14日生（笠原）

Ｈ21年10月1日生（笠原）

Ｈ21年10月20日生（納楚） Ｈ21年10月19日生（室岡） Ｈ21年10月17日生（北川内） Ｈ21年10月16日生（酒井田） Ｈ21年10月15日生（高塚）

Ｈ21年10月28日生（忠見） Ｈ21年10月23日生（津江） Ｈ21年10月20日生（大島）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
大
好
き

な
お
姉
ち
ゃ
ん
と
早
く
一
緒
に
歩

き
た
い
ね
。

笠
原
の
歌
姫
、ス
ー
ザ
ン
・
ミ
カ
コ
・

ボ
イ
ル
で
す
♡
み
ん
な
よ
ろ
し
く

ネ
☆

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
い

つ
ま
で
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
続
け

て
ね
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
の
事
が
大
す
き
な
こ

と
ち
ゃ
ん
♡
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き

く
な
ぁ
～
れ
♪

元
気
な
成
長
に
感
謝
‼
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
た
く
ま
し
く

育
て
‼

得
意
な
ダ
ン
ス
で
皆
を
笑
顔
に

し
て
く
れ
る
雫
月
！
優
し
い
子
に

育
っ
て
ね
♡

ロ
ケ
ッ
ト
基
地
の
あ
る
種
子
島
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
早
く
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

彩
♡
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ね
。

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
が
め
っ
ち
ゃ
か
わ
い

い
あ
～
た
ん
♡
末
っ
子
だ
け
ど
た

く
ま
し
く
ネ
！

み
か
ん
や
キ
ウ
イ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
や
竹
林
が
広
が
る
静
か
な
山
里
、

立
花
町
の
白
木
地
区
に
あ
る
夢
た

ち
ば
な
ビレッ
ジ
キ
ャン
プ
場
。
12
区

画
の
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
や
オ
ー
プン

デッ
キ
付
き
の
バン
ガロ
ー
、アスレ
チッ

ク
場
や
入
浴
場
が
あ
る
管
理
棟
宿

泊
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る

様
々
な
体
験
イ
ベン
ト
を
ご
紹
介
。

品
質
・
量
と
も
に
全
国
有
数
の

タ
ケ
ノ
コ
の
産
地
で
あ
る
立
花
町
。

４
月
に
な
る
と
タ
ケ
ノコ
掘
り
体
験

が
で
き
、
春
の
味
覚
が
味
わ
え
る

食
事
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
場
内

を
流
れ
る
小
川
で
は
サ
ワ
ガニ
と
り

や
笹
舟
流
し
、
水
遊
び
な
ど
小
さ

い
お
子
さ
ん
も
安
心
し
て
遊
べ
ま
す

よ
。
５
月
中
旬
頃
は
ホ
タル
の
乱
舞

を
鑑
賞
し
、幻
想
的
な
風
景
に
う
っ

と
り
。
夏
が
来
れ
ば
、
流
し
そ
う

め
ん
や
アユ
の
つ
か
み
取
り
な
ど
涼

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
深

ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
つつ
ア
ウ
ト
ド

ア
を
楽
し
む
に
は
こ
れ
か
ら
が
ベス

ト
！
実
り
の
秋
本
番
！
今
か
ら
の

季
節
に
豪
快
に
バ
ーベ
キュ
ー
な
ん
か

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ク
ヌ
ギ
林
に

は
た
く
さ
ん
の
ド
ン
グ
リ
が
。
ま
た
、

周
辺
の
体
験
型
観
光
農
園
で
は
み

か
ん
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
狩
り
体
験

も
で
き
る
ん
で
す
。

10
月
11
日
㈷
に
は“
ベン
チ
ャ
ー
ズ

サ
ウ
ン
ド
フェス
テ
ィ
バル
２
０
１
０
〟

が
開
催
さ
れ
ま
す
。ベン
チ
ャ
ー
ズ
サ

ウ
ン
ド
を
愛
す
る
コピ
ー
バン
ド
に
よ

る
ラ
イ
ブ
が
朝
か
ら
夕
方
ま
で
行
わ

れ
、
ラ
イ
ブ
の
間
に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
ク
イ
ズ
大
会
も
あ
り
ま
す
。
入

場
料
は
１
ド
リ
ン
ク
付
き
で
千
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）。
地
元
の

美
味
し
い
料
理
や
石
窯
で
作
っ
た
ピ

ザ
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

夢
た
ち
ば
な
ビレッ
ジへ
、
実
り
の

秋
を
満
喫
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
！●入村料　中学生以上　300円 ／ ３歳～小

学生　200円 ／ ３歳未満無料
●宿泊　「バンガロー」　１棟 8,000円 ／ 

「オートキャンプ」　１区画 5,000円 ／ 「管理
棟宿泊室（洋和室・和室）」　１泊 10,000円
●研修室料金（２部屋）１時間 500円
●問い合わせ＝夢たちばなビレッジ（☎３５・
００２２　O３５・００８８）　
http://www4.ocn.ne.jp/~village/y.t.village/

※本ページ右下のサービス券をベンチャーズ
サウンドフェスティバル2010イベント当日に持
参されると入場料を200円割引します。

と
こ
巡
り

よ
か

第
３
回

の
く
に

茶

自
然
体
感
、

夢
た
ち
ば
な
ビレッジ

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

（夢
たち
ばな
ビレ
ッジ
）

ベン
チャ
ーズ
サウ
ンド
フェ
ステ
ィバ
ル

入
場
料２
００
円
割
引

おたんじょうびおめでとう

深まる秋を感じに
行きましょう♪

編
集
後
記

満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を
添えて、誕生日前月の７日までに直接お持ちいた
だくか、郵送でお申し込みください。応募多数の
場合は先着順となります。写真はお返ししていま
せん。
●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）




